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◆
は
じ
め
に

　

所
謂
「
義
経
生
存
伝
説
」
は
長
い
年
月
を
通
し
て
形
成
さ
れ
、
広
汎
に
支
持
さ
れ
流

布
し
た
が
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
そ
の
性
格
を
大
き
く
変
化
さ
せ
て
き
た
。
そ
の

経
過
は
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

①
鎌
倉
時
代
初
期
―
文
治
五
年
閏
四
月
三
十
日
、
源
義
経
は
奥
州
衣
河
舘
に
て
自
害
、

そ
の
直
後
の
十
二
月
に
蜂
起
し
た
大
河
兼
任
が
義
経
を
称
し
た
こ
と
等
が
あ
っ
た
が
、

民
衆
は
義
経
の
武
勇
、
仁
義
を
称
賛
す
る
一
方
、
そ
の
没
落
と
死
に
同
情
を
寄
せ
た
。

②
鎌
倉
時
代
前
期
・
中
期
―
義
経
が
各
種
の
文
芸
の
世
界
で
復
活
。『
平
家
物
語
』
ほ

か
の
語
り
物
文
芸
に
よ
っ
て
、
義
経
像
は
各
地
に
流
布
・
定
着
し
、
思
慕
の
情
が
次
第

に
醸
成
さ
れ
始
め
る
。

③
室
町
時
代
中
・
後
期
―
武
将
と
し
て
の
強
い
義
経
よ
り
も
、
零
落
さ
せ
ら
れ
た
被
害

者
と
し
て
の
弱
い
義
経
像
を
民
衆
が
好
み
、
そ
の
思
い
が
反
映
さ
れ
た
か
の
如
き
『
義

経
記
』
が
成
立
す
る
。

　

ま
た
、奥
州
で
は
奥
浄
瑠
璃
・
御
国
浄
瑠
璃
な
ど
の
語
り
物
文
芸
が
盛
ん
に
な
る
等
、

『
義
経
記
』
以
外
に
も
義
経
を
扱
っ
た
文
芸
作
品
（
判
官
物
）
が
多
数
作
ら
れ
、
義
経

人
気
に
拍
車
が
か
か
る
。

④
室
町
時
代
末
期
頃
―
所
謂
「
判
官
び
い
き
」
と
い
う
言
葉
が
成
立
。

⑤
江
戸
時
代
前
期
ま
で
―
生
存
説
の
準
備
期

⑥
江
戸
時
代
中
期
―
正
徳
二
年
（
１
７
１
２
）
頃
、
義
経
は
衣
川
で
死
な
ず
蝦
夷
地
へ
脱

出
。
義
経
は
ア
イ
ヌ
族
に
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
子
孫
は
ア
イ
ヌ
の
棟
梁
と
な
っ
た
。

⑦
江
戸
時
代
中
期
―
享
保
二
年
（
１
７
１
７
）
年
頃
、
義
経
は
蝦
夷
地
へ
脱
出
し
た
後
、

韃
靼
（
中
国
大
陸
北
方
）
を
支
配
し
て
い
た
金
国
へ
渡
り
、皇
帝
の
章
宗
か
ら
厚
遇
さ
れ
、

子
孫
も
栄
え
た
。

⑧
江
戸
時
代
後
期
―
天
明
三
年
（
１
７
８
３
）
頃
、
義
経
は
蝦
夷
地
か
ら
韃
靼
に
渡
り
子

孫
が
繁
栄
。
や
が
て
清
国
を
建
国
し
た
。

⑨
明
治
時
代
初
期
―
明
治
十
八
年
（
１
８
８
５
）
頃
、
義
経
は
蝦
夷
地
か
ら
韃
靼
を

経
て
モ
ン
ゴ
ル
へ
入
り
、
成
吉
思
汗
と
な
っ
た
。

⑩
大
正
時
代
末
期
―
大
正
十
三
年
（
１
９
２
４
）
頃
、『
成
吉
思
汗
ハ
源
義
経
也
』
に

よ
っ
て
、
義
経
＝
成
吉
思
汗
説
が
空
前
の
ブ
ー
ム
と
な
る
。

⑪
太
平
洋
戦
争
後
―
昭
和
三
十
三
年
（
１
９
５
８
）
高
木
彬
光
の
『
成
吉
思
汗
の
秘
密
』

ほ
か
、
多
数
の
小
説
で
扱
わ
れ
る
。

一

史
料
集
成

文
学
に
表
れ
た
平
泉
文
化
の
基
礎
的
研
究
（
そ
の
４
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
義
経
生
存
説
拡
大
の
背
景
―

相　

原　

康　

二 

※　
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要
約
す
る
と
、
⑥
期
以
降
は
生
存
説
に
加
え
て
、
蝦
夷
渡
海
説
、
大
陸
渡
海
説
が
主

流
と
な
り
、
⑤
期
ま
で
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
た
内
容
と
な
る
。
以
下
、
生
存
説
が
拡

大
し
て
ゆ
く
経
過
を
、
や
や
く
わ
し
く
述
べ
よ
う
。

一
　
義
経
生
存
説
を
醸
成
し
た
物
語

　

当
時
の
人
々
の
耳
目
を
蝦
夷
地
へ
引
き
つ
け
、
義
経
蝦
夷
渡
海
説
を
導
く
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
が
寛
文
六
年
（
１
６
６
９
）
の
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
乱
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る

が
、
こ
の
乱
以
前
か
ら
、
義
経
生
存
説
を
準
備
・
醸
成
す
る
か
の
よ
う
な
異
人
伝
説
が

流
布
し
て
い
た
。
即
ち
、
清
悦
と
残
夢
の
物
語
で
あ
る
。
始
め
に
そ
れ
を
見
て
お
く
。

①
『
清
悦
物
語
（
せ
い
え
つ
・
も
の
が
た
り
）』

　

こ
の
物
語
に
は
長
い
語
り
伝
え
の
期
間
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
て
お
り
、
最
初
の
写
本

が
出
現
し
た
の
は
寛
文
八
年
（
１
６
８
６
）
頃
と
さ
れ
る
。
相
原
友
直
（
あ
い
は
ら
・
と
も

な
お
、
１
７
０
３
～
８
２
）
は
『
平
泉
雑
記
（
ひ
ら
い
ず
み
・
ざ
っ
き
）』（
１
７
７
３
）
に
そ
の

概
要
を
紹
介
し
て
い
る
（
以
下
の
引
用
は『
平
泉
町
史　

史
料
編
二
』所
収
の『
平
泉
雑
記
』に
よ
っ

た
。（
ル
ビ
）
は
原
書
、（
る
び
）
は
引
用
者
で
あ
る
）。

「『
平
泉
雜
記
』
之
一
　
　
淸
悦
傳
　（
十
一
）

聞
老
史
（
も
ん
ろ
う
し
）
ニ
曰
ク
、
州
人
傳
ヘ
言
フ
、
曩
昔
（
ム
カ
シ
）
平
泉
有
リ
異
人
、

號
ス
淸
悦
ト
、
自
ラ
言
フ
本
ト
是
レ
洛
陽
之
産
也
、
嘗
テ
從
豫
州
君
ニ
東
行
シ
テ
臻
ル
斯

邦
ニ
、値
（
あ
う
）
泰
衡
弑
ス
ニ
豫
侯
ヲ
來
（
コ
ノ
カ
タ
）、落
魄
降
民
間
、仍
テ
説
ク
舊
事
、

多
ク
ハ
與
世
ニ
傳
フ
者
異
也
、
其
業
以
劔
術
ヲ
敎
人
ニ
、
其
容
貌
經
歳
月
ヲ
、
亦
自
若
ト

シ
テ
如
壯
年
、
鄕
人
怪
テ
問
テ
之
曰
ク
、
子
顔
色
不
減
舊
事
ニ
非
シ
テ
金
石
之
質
、
而
其

壽
奢
（
じ
ゅ
し
ゃ
）
今
如
シ
此
ノ
、
請
聞
ン
其
ノ
故
ヲ
、
答
曰
、
我
カ
先
君
為
ニ
梶
原
所
テ

讒
セ
蹭
蹬
（
そ
う
と
う
）
至
茲
邦
、
秀
衡
克
ク
愛
護
シ
新
ニ
設
居
ヲ
高
舘
ニ
、
侍
之
亦
甚
厚

シ
、
是
以
上
下
寧
處
（
ね
い
し
ょ
）
ス
、
平
日
多
シ
暇
、

註
＊
聞
老
志
―
『
奥
羽
観
蹟
聞
老
志
（
お
う
う
・
か
ん
せ
き
・
も
ん
ろ
う
し
）』、
１
７
１

９
年
に
完
成
し
た
佐
久
間
洞
巌
（
義
和
）
著
の
仙
台
藩
領
内
外
の
地
誌

　

＊
曩
昔
―
そ
の
昔　

＊
弑
（
し
い
す
）
―
殺
す　

＊
豫
州
君
・
豫
侯
―
源
義
経

　

＊
舊
事
―
昔
の
出
来
事　

＊
自
若
―
平
常
と
少
し
も
変
わ
ら
な
い

　

＊
壽
奢
―
老
人　

＊
梶
原
―
梶
原
景
時
、
源
頼
朝
の
臣
、
？
～
１
２
０
０
年

　

＊
蹭
蹬
―
よ
ろ
め
く　

＊
寧
處
―
落
ち
着
く
、
何
事
も
な
い

一
日
（
い
ち
じ
つ
）
與
同
輩
携
（
た
ず
さ
え
）
釣
竿
而
遊
于
衣
川
、
行
行
（
ゆ
き
ゆ
き
）
テ
窮

メ
源
ヲ
茫
然
ト
シ
テ
忘
レ
路
ノ
遠
近
ヲ
、
忽
チ
見
ニ
老
父
ノ
釣
ル
ヲ
石
磯
（
せ
き
き
）
ニ
、
因

（
よ
っ
て
）
與
之
話
テ
漸
ク
及
斜
陽
ニ
日
將
沈
、老
父
カ
曰
、樂
カ
ナ
只
釣
魚
（
ち
ょ
う
ぎ
ょ
）

之
遊
也
、
不
思
今
日
與
二
三
子
優
遊
偸
（
た
の
し
）
ム
閑
ヲ
於
此
ニ
、
恨
ク
ハ
晨
光
（
し
ん

こ
う
）
ノ
喜
微
ナ
ル
コ
ト
ヲ
矣
、
我
幣
廬
（
へ
い
ろ
）
在
近
ニ
、
請
携
二
三
子
ヲ
歸
ン
、
於

是
不
堪
辭
ス
ル
ニ
、
從
老
父
ノ
後
ニ
、
未
タ
幾
有
一
翠
洞
（
す
い
ど
う
）、
榜
（
ぼ
う
）
シ
テ

曰
窓
寒
窩
（
そ
う
か
ん
か
）
ト
、
延
（
す
す
み
）
テ
登
于
堂
ニ
囘
セ
ハ
首
（
こ
う
べ
）
ヲ
、
松

間
寂
々
（
じ
ゃ
く
じ
ゃ
く
）
ト
〆
不
見
人
、自
炊
（
か
し
い
）
テ
羞
（
ス
ス
）
ム
餞
（
は
な
む
け
）

ヲ
傍
置
ク
赤
肉
ヲ
、
食
ヘ
ハ
之
其
味
殆
ン
ト
所
未
知
於
人
間
（
じ
ん
か
ん
）
ニ
也
、
二
客
怪

而
不
食
焉
、老
父
カ
曰
ク
、客
莫
（
な
か
れ
）
異
（
あ
や
し
む
）
之
ヲ
、是
則
人
羹
（
ニ
ン
カ
ン
）

ト
云
者
也
、
嚼
（
あ
じ
わ
）
ヘ
ハ
之
令
人
ヲ
シ
テ
其
ノ
壽
萎
（
し
お
）
マ
三
光
ヲ
、
某
（
そ
れ

が
し
）
聞
キ
此
言
ヲ
、
猶
悦
（
よ
ろ
こ
び
）
テ
而
食
フ
之
ヲ
、
且
懷
ニ
ス
其
餘
ヲ
焉
、

註
＊
一
日
―
あ
る
日　

＊
行
行
テ
―
行
に
行
っ
て　

＊
茫
然
―
ぼ
う
っ
と
し
て　

＊

石
磯
―
石
の
汀
・
磯　

＊
優
遊
―
暇
が
あ
っ
て
の
ん
び
り
し
て
い
る　

＊
晨
光

―
朝
日
の
光　

＊
喜
微
―
微
細
な
こ
と　

＊
幣
廬
―
自
分
の
家
の
謙
称　

＊
未

幾
―
未
だ
幾
許
も
あ
ら
ず　

＊
翠
洞
―
緑
色
の
洞
窟　

＊
榜
―
立
札
な
ど
に
記

し
て
示
す　

＊
寂
々
―
ひ
っ
そ
り
と
し
て
寂
し
い　

＊
炊
テ
―
調
理
し
て　

＊

餞
―
旅
立
ち
な
ど
を
祝
う
御
馳
走　

＊
人
間
―
世
の
中　

＊
三
光
―
時
間
？

笑
譚
（
し
ょ
う
た
ん
）
移
ス
晷
（
ひ
か
げ
）
ヲ
、
已
ニ
及
黄
昏
ニ
、
相
楫
（
あ
い
し
ゅ
う
）
シ
テ

二
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辭
謝
シ
テ
去
ル
、
不
覺
出
前
途
ニ
、
重
來
（
ち
ょ
う
ら
い
）
問
フ
之
ヲ
、
惘
然
（
ぼ
う
ぜ
ん
）

ト
シ
テ
不
可
復
（
ま
た
）
得
矣
、
想
ニ
是
地
仙
之
徒
ニ
シ
テ
而
、
所
謂
仙
境
ナ
ル
者
歟
、
某

食
肉
ヲ
後
稍
〱
覺
壯
健
也
、
聞
ク
者
欹
（
そ
ば
た
）
テ
耳
ヲ
、
斯
人
寛
永
之
頃
猶
見
ユ
人

間
ニ
焉
、
後
來
（
こ
う
ら
い
）
不
知
所
ヲ
終
ル
、
所
説
ク
文
治
ノ
舊
話
記
得
（
え
て
）
存
于

俗
間
ニ
焉
、
自
文
治
年
中
至
寛
永
年
中
、
已
ニ
四
百
六
十
餘
年
、

　

愚
按
ル
ニ
、
文
治
ノ
舊
話
記
得
テ
存
ス
于
俗
間
ニ
ト
云
ル
ハ
、
葢
（
け
だ
し
）
今
在
ル
處

ノ
淸
悦
物
語
ノ
コ
ト
ナ
ル
ヘ
シ
、
此
傳
ヲ
看
ル
ニ
、
全
文
淸
悦
物
語
ヲ
以
書
ス
ル
ニ
似
タ

リ
、
又
聞
老
志
ニ
、
按
殘
夢
カ
事
略
髣
髴
（
ほ
う
ふ
つ
）
タ
リ
于
淸
悦
カ
事
ニ
、
其
人
同

シ
テ
而
其
傳
異
ナ
ル
乎
ト
云
リ
、」

註
＊
笑
譚
―
笑
い
を
交
え
た
会
話　

＊
晷
―
日
の
光
・
日
脚　

＊
相
楫
シ
テ
―
一
緒

に　

＊
重
來
―
再
び
来
る　

＊
惘
然
―
失
望
し
て
気
が
抜
け
る

　

＊
欹
ル
―
注
意
力
を
集
中
す
る　

＊
寛
永
―
１
６
２
４
～
４
５
年　

＊
後
來
―
こ

の
後　

＊
髣
髴
―
よ
く
似
て
い
る
さ
ま

「『
平
泉
雜
記
』
之
一
　
　
辨
ス
淸
悦
物
語
ヲ
　（
十
二
）

俗
間
ニ
淸
悦
物
語
ト
云
ル
一
冊
ノ
書
ア
リ
、
小
野
太
左
衛
門
ト
云
ル
者
、
寛
永
六
年
二
月

淸
悦
ト
云
ル
人
ニ
問
テ
、
義
經
奥
州
下
向
ヨ
リ
滅
亡
ニ
至
ル
迄
ノ
話
ヲ
筆
記
セ
シ
者
ナ
リ
、

太
左
衛
門
ハ
村
田
御
曹
子
右
衛
門
ノ
大
夫
ト
云
ル
人
ノ
家
臣
ナ
リ
ト
云
リ
、
予
、
正
德
五

年
ノ
此
、
四
五
十
年
以
前
ノ
人
ノ
、
其
書
ヲ
寫
セ
ル
ヲ
見
タ
リ
、
然
レ
ハ
、
是
古
來
俗
間
ニ

傳
寫
セ
シ
ニ
ヤ
、
又
鏤
版
（
ろ
う
は
ん
）
ノ
書
ナ
ル
ヤ
否
ヲ
不
知
、
按
ル
ニ
、
文
ノ
拙
（
つ
た

な
き
）
ト
其
事
ノ
迂
誕
（
う
た
ん
）
ナ
ル
ヲ
以
テ
見
ル
時
ハ
、俗
間
ニ
書
寫
シ
傳
フ
ル
而
（
已
）

（
の
み
）
ニ
シ
テ
、
印
行
（
い
ん
こ
う
）
ノ
書
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
ヘ
シ
、

淸
悦
ト
云
ル
者
、
義
經
ノ
家
臣
ニ
シ
テ
、
廿
歳
ハ
カ
リ
ノ
時
、
義
經
ニ
從
ヒ
京
都
ヨ
リ
平
泉

ニ
下
リ
、
異
人
ニ
逢
テ
異
物
ヲ
食
テ
長
生
（
ち
ょ
う
せ
い
）
シ
タ
ル
義
經
ノ
臣
四
人
ノ
中
ノ
一

人
ニ
テ
、
寛
永
七
年
マ
テ
存
命
シ
テ
平
泉
ニ
住
ケ
ル
ト
云
リ
、
太
左
衛
門
ハ
淸
悦
ヲ
師
ト
シ

テ
、
兵
法　
俗
間
劔
術
ヲ
指
テ
兵
法
ト
云
フ
、
ヲ
學
ヒ
ケ
ル
故
ニ
、
昔
ノ
コ
ト
ヲ
問
テ
書
記
セ
シ

ト
云
リ
、
文
治
五
年
義
經
自
害
ヨ
リ
寛
永
七
年
迄
ハ
四
百
四
十
二
年
カ
、
淸
悦
廿
歳
ハ
カ

リ
ノ
頃
平
泉
ヘ
下
ル
ト
云
ヘ
ハ
、
大
槪
四
百
七
八
十
歳
モ
長
生
ス
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
カ
、
義
經

ノ
平
泉
ヘ
下
ル
コ
ト
、義
經
記
（
ぎ
け
い
き
）
等
ノ
説
ニ
據
ル
時
ハ
都
（
す
べ
）
テ
三
ヶ
度
カ
、

何
レ
ノ
時
供
奉
（
ぐ
ぶ
）
シ
テ
下
リ
タ
ル
ニ
ヤ
定
カ
ナ
ラ
ス
、
淸
悦
ト
ノ
ミ
記
シ
テ
姓
氏
モ
シ
レ

ス
、註

＊
小
野
太
左
衛
門　

＊
寛
永
六
年
―
１
６
２
９
年　

＊
正
徳
五
年
―
１
７
１
５
年

　

＊
鏤
版
―
活
字
に
よ
る
版　

＊
迂
誕
―
回
り
く
ど
く
嘘
っ
ぽ
い　

　

＊
印
行
―
図
書
を
印
刷
し
て
刊
行
す
る　

＊
寛
永
七
年
―
１
６
３
０
年　

　

＊
文
治
五
年
―
１
１
８
９
年

按
ル
ニ
、近
年
編
集
流
布
ノ
鎌
倉
實
記（
か
ま
く
ら
・
じ
っ
き
）ニ
、義
經
ノ
雜
色（
ぞ
う
し
き
）

喜
三
太
カ
名
ヲ
淸
悦
（
き
よ
エ
ミ
）
ト
云
リ
、
然
レ
ハ
、
彼
ノ
喜
三
太
カ
長
生
セ
ル
者
カ

イ
ブ
カ
シ
、
鎌
倉
實
記
ノ
書
、
造
言
附
會
（
ぞ
う
げ
ん
・
ふ
か
い
）
セ
シ
コ
ト
多
ケ
レ
ハ
信

用
シ
カ
タ
シ
、
又
考
ル
ニ
、
近
世
ノ
義
經
勳
功
記
（
よ
し
つ
ね
・
く
ん
こ
う
き
）
ト
鎌
倉
實

記
ノ
十
七
巻
目
等
ハ
、
淸
悦
物
語
ヲ
基
本
ト
シ
テ
潤
色
シ
作
レ
ル
者
成
ヘ
シ
、
又
淸
悦
カ

太
左
衛
門
ト
談
話
ニ
、
義
經
ハ
生
害
（
し
ょ
う
が
い
）
シ
、
彼
ノ
異
人
ノ
與
ヘ
シ
肉
ヲ
食

シ
タ
ル
四
人
ノ
者
ハ
、
敵
ノ
中
ヘ
翔
入
（
と
び
い
り
）
テ
モ
殺
害
ス
ル
者
ナ
キ
故
ニ
生
殘
レ

リ
ト
云
、
抱
腹
絶
倒
（
ほ
う
ふ
く
・
ぜ
っ
と
う
）
ニ
堪
タ
リ
、
古
ノ
仙
人
ト
云
ル
者
モ
、
剣

戟
（
け
ん
げ
き
）
ハ
遁
ル
ヘ
キ
ヤ
ウ
無
レ
ハ
コ
ソ
、
稽
康
（
ケ
イ
カ
フ
）
ハ
兵
解
ナ
リ
ト
、
列

仙
傳
（
れ
つ
せ
ん
で
ん
）
ニ
モ
カ
ケ
リ
、

　

愚
按
ル
ニ
、
伊
達
右
衛
門
太
夫
宗
高
（
だ
て
・
う
え
も
ん
だ
い
ぶ
・
む
ね
た
か
）
公
ハ
、
黄

門
政
宗
卿
ノ
七
男
或
ハ
九
男
ト
云
リ
、
從
五
位
下
諸
太
夫
ニ
任
ス
、
陸
奥
柴
田
郡
村
田
ノ

城
主
ナ
リ
キ
、
寛
永
三
年
台
德
院
殿
（
だ
い
と
く
い
ん
で
ん
）
御
上
洛
ノ
供
奉
ニ
テ
、
京
都

要
法
寺
（
よ
う
ほ
う
じ
）
ニ
於
テ
病
テ
卒
去
セ
リ
ト
云
、
村
田
御
曹
司
ト
ハ
、
此
人
ノ
コ
ト

成
ニ
ヤ
イ
ブ
カ
シ
、
暫
ク
書
シ
テ
之
、
俟
ツ
後
ノ
考
、
中
尊
寺
北
本
坊
カ
曰
、
御
系
圖
ノ
中
ニ
黄

門
公
ノ
七
男
宗
信
ア
リ
、
筑
前
守
、
岩
ケ
崎
ノ
城
主
也
、
寛
永
元
年
八
月
十
七
日
卒
ス
、
御
上
洛
ノ
供

三 二
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奉
衆
ナ
リ
、
追
腹
八
人
ア
リ
、
此
上
（
カ
ミ
）
ニ
女
子
二
人
ア
リ
、
男
子
計
リ
ニ
テ
七
人
、
女
子
加
フ

レ
ハ
九
人
ナ
リ
、
若
此
人
ノ
事
カ
、
外
ニ
似
合
シ
キ
事
見
エ
ズ
、
晴
宗
公
ノ
御
舎
弟
ニ
村
田
好
齋
ト
云

人
御
系
圖
ニ
見
エ
タ
リ
ト
北
本
坊
ガ
話
シ
ナ
リ
、」

註
＊
造
言
附
會
―
作
り
事
を
こ
じ
つ
け
る　

＊
稽
康
―
中
国
三
国
の
魏
の
文
人
、

竹
林
の
七
賢
の
一
人　

＊
列
仙
傳
―
中
国
の
道
教
に
関
す
る
説
話
集
、
上
下
２

巻
、
７
０
人
の
仙
人
の
伝
記
を
載
せ
る
、
後
漢
時
代
に
な
る　

　

＊
柴
田
郡
村
田
―
現
宮
城
県
柴
田
郡
村
田
町　

＊
寛
永
三
年
―
１
６
２
６
年　

＊

台
德
院
殿
―
徳
川
二
代
将
軍
秀
忠　

＊
要
法
寺
―
京
都
市
左
京
区
新
高
倉
通
孫

橋
上
ル
法
皇
寺
町
に
あ
る
寺
院　

＊
村
田
御
曹
司
と
は
伊
達
政
宗
の
七
男
、
又

は
九
男
の
伊
達
右
衛
門
太
夫
宗
高
の
こ
と
か
？

　

或
は
政
宗
七
男
で
岩
ケ
崎
（
宮
城
県
栗
原
郡
栗
駒
町
）
の
城
主
で
筑
前
守
宗
信
か
？

②
『
殘
夢
の
物
語
』

　
『
淸
悦
物
語
』
と
並
行
す
る
形
で
流
布
し
て
い
た
の
が
残
夢
（
ざ
ん
む
）
と
い
う
老
人

の
物
語
で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
書
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
林
羅
山
（
は
や
し

ら
ざ
ん
、
１
５
８
３
～
１
６
５
７
）
が
明
暦
三
年
（
１
６
５
７
）
以
前
に
著
し
た
『
本
朝
神
社

考
（
ほ
ん
ち
ょ
う
・
じ
ん
じ
ゃ
こ
う
）』
が
あ
る
。
そ
れ
を
引
用
す
る
形
で
、
相
原
友
直
が
、

先
と
同
様
に
『
平
泉
雜
記
』
に
引
用
・
紹
介
し
て
い
る
（
な
お
、
以
下
の
友
直
の
文
章
は
、

昭
和
１
７
年
６
月
、
改
造
社
出
版
刊
行
の
『
本
朝
神
社
考
』
な
ど
と
照
合
す
る
と
、『
神
社
考
』
下
六

　

都
良
香　

の
後
半
部
の
本
文
を
正
確
に
引
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
）。

「
平
泉
雜
記
之
一　

殘
夢
（
ざ
ん
む
）
カ
傳
　（
十
）

羅
山
翁
（
ら
ざ
ん
お
う
）
ノ
神
社
考
（
じ
ん
じ
ゃ
こ
う
）
ニ
曰
、
近
頃
有
テ
人
云
、
奥
州
ニ
有

殘
夢
ト
云
者
、自
字
（
あ
ざ
な
）
シ
テ
曰
フ
呼
白
（
こ
は
く
）
ト
、又
自
ラ
稱
ス
秋
風
道
人
（
し
ゅ

う
ふ
う
・
ど
う
じ
ん
）
ト
、不
僧
ナ
ラ
不
俗
ナ
ラ
風
巓
狂
（
ふ
う
て
ん
き
ょ
う
）
ノ
漢
ナ
リ
、自
曰
、

與
須
（
僧
）
一
休
友
ト
シ
喜
（
よ
）
シ
、
得
タ
リ
ト
其
禪
要
（
ぜ
ん
よ
う
）
ヲ
、
又
時
々
與
人

語
ル
ニ
、
以
テ
ス
元
暦
文
治
ノ
之
事
ヲ
、
而
曰
ク
、
其
時
義
經
為
何
事
ヲ
、
辨
慶
為
其
事
、

誰
某
（
タ
レ
カ
レ
）
ハ
作
此
事
ヲ
、
與
平
氏
戰
フ
ト
于
某
ニ
、
其
ノ
話
殆
ト
如
シ
親
見
（
し

ん
け
ん
）
ノ
之
者
ノ
、人
怪
テ
而
詰
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
、則
曰
、我
レ
忘
タ
リ
ト
之
ヲ
矣
、浮
屠
（
ふ

と
）
ノ
天
海
及
ヒ
松
雪
ト
云
者
、
遇
フ
殘
夢
ニ
、
殘
夢
好
テ
枸
杞
飯
（
く
こ
は
ん
）
ヲ
食
フ

之
ヲ
、
海
亦
喫
ス
之
ヲ
、
與
人
語
テ
曰
、
殘
夢
長
生
不
〆
速
（
ス
ミ
ヤ
カ
）
ニ
事
ヲ
、
服
ス

枸
杞
ヲ
故
也
、
人
怪
テ
之
曰
、
彼
レ
葢
シ
常
陸
房
耶
（
ナ
ラ
ン
カ
）、
海
聞
テ
而
喜
フ
之
ヲ
、

人
送
ル
枸
杞
ヲ
、
海
受
テ
為
〆
而
菜
飯
ト
餌
フ
焉
、
海
カ
之
言
ニ
曰
、
任
セ
意
ニ
隨
テ
時

ニ
勿
レ
急
ナ
ル
コ
ト
勿
レ
速
ナ
ル
コ
ト
、
緩
々
慢
々
（
か
ん
か
ん
ま
ん
ま
ん
）
是
延
（
の
ぶ
）
ト

壽
命
ヲ
、
人
或
信
ス
之
ヲ
、
嗚
呼
、
浮
屠
ノ
妖
惑
之
弊
無
所
不
ト
云
至
、
昔
漢
文
ノ
之
好

ミ
シ
ト
キ
長
生
ヲ
、
文
成
五
利
（
ぶ
ん
せ
い
・
ご
り
）
カ
之
儕
（
と
も
が
）
ラ
、
説
テ
帝
ニ
曰
、

黄
帝
不
死
ト
、
帝
羨
テ
之
ヲ
封
禪
（
ふ
う
ぜ
ん
）
ス
、
然
ト
モ
其
ノ
效
（
し
る
し
）
亦
可
覩
ツ

矣
、
今
曰
、
殘
夢
不
ト
死
、
然
ト
モ
其
レ
何
ニ
カ
在
ル
ヤ
哉
、
彼
モ
一
詐
（
い
っ
さ
）
也
、

此
モ
一
詐
也
、
由
テ
是
ニ
覩
ル
ニ
之
ヲ
、
人
君
ノ
之
嗜
好
、
不
可
不
ン
バ
ア
ル
愼
マ
、
按
ル

ニ
、
文
成
五
利
カ
事
、
史
記
巻
之
十
二
、
孝
武
本
紀
ニ
見
ヘ
タ
リ
、

註
＊
林
羅
山
―
江
戸
初
期
の
幕
府
儒
官
、
僧
号
は
道
春
、
１
５
８
３
～
１
６
５
７
年

　

＊
神
社
考
―
『
本
朝
神
社
考
』、
羅
山
の
神
社
研
究
書
、
３
巻
６
冊
、
古
典

に
拠
っ
て
神
社
本
来
の
姿
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た　

１
６
３
８
～
４
５
年

頃
完
成
か
？　

＊
殘
夢
―
呼
白
・
秋
草
道
人
と
も　

＊
字
―
通
称　

＊
風
巓
狂

漢
―
瘋
癲
な
人
、
定
ま
っ
た
職
を
持
た
ず
ふ
ら
ふ
ら
し
て
い
る
こ
と　

＊
一
休

―
室
町
時
代
中
期
の
臨
済
宗
の
僧
侶
、
諱
は
宗
純
、
１
３
９
４
～
１
４
８
１
年

　

＊
禪
要
―
禅
宗
の
要
諦
？　

＊
元
暦
文
治
―
１
１
８
４
～
１
１
９
０
年

　

＊
親
見
―
自
ら
実
情
を
見
る　

＊
浮
屠
―
浮
図
と
も
、
僧
侶　

＊
天
海
―
江
戸
初

期
の
天
台
宗
の
僧
侶
、
１
５
３
６
～
１
６
４
３
年　

＊
松
雪
―
文
禄
・
慶
長
の

役
（
１
５
９
２
～
９
８
）
の
後
、
徳
川
家
康
の
真
意
を
確
か
め
る
た
め
朝
鮮
か
ら

日
本
へ
派
遣
さ
れ
た
僧
侶　

＊
枸
杞
飯
―
強
壮
薬
と
な
る
枸
杞
を
入
れ
た
飯　

＊
常
陸
房
―
常
陸
房
（
坊
）
海
尊
、
義
経
の
臣
下
で
長
命
を
保
っ
た
と
さ
れ
る

四
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伝
説
上
の
人
物　

＊
文
成
五
利
―
文
成
将
軍
、
五
利
将
軍
、
武
官
で
な
い
も
の

に
授
け
ら
れ
る
官
名　

＊
黄
帝
―
中
国
伝
説
上
の
皇
帝
、
三
皇
五
帝
の
一
人　

＊
史
記
―
二
十
四
史
の
一
、
黄
帝
か
ら
前
漢
の
武
帝
（
在
位
前
１
４
１
～
前
８
７
）

迄
の
歴
史
書
、
司
馬
遷
（
前
１
４
５
頃
～
前
８
６
頃
）
の
撰
、
前
９
１
頃
完
成
か
？

　

友
直
の
基
本
的
立
場
は
、
正
史
を
第
一
と
し
、
野
史
を
退
け
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

『
義
経
勲
功
記
』
や
『
鎌
倉
實
記
』
へ
の
辛
辣
な
批
判
に
そ
れ
が
出
て
い
る
。　
　
　

　

そ
の
一
方
、淸
悦
・
殘
夢
の
物
語
は
「
淡
々
と
」
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

『
神
社
考
』
に
見
え
る
殘
夢
物
語
へ
の
批
判
的
結
論
ま
で
引
用
・
紹
介
し
て
い
る
こ
と

は
、こ
れ
ら
の
物
語
も
野
史
と
同
列
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
友
直
は
口
碑
・

伝
承
ま
で
は
比
較
的
大
切
に
扱
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
殘
夢
の
こ
と
は
、『
狗
張
子
（
い
ぬ
は
り
こ
）』、『
会
津
風
土
記
（
あ
い
づ
・
ふ
ど

き
）』
な
ど
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

註
＊
『
狗
張
子
』
―
仮
名
草
紙
、
中
国
の
怪
奇
説
話
４
５
編
を
収
録
、
元
禄
元
年
（
１

６
８
８
）
頃
、
浅
井
了
意
（
あ
さ
い
・
り
ょ
う
い
）
著　

＊
『
会
津
風
土
記
』
―
藩

主
保
科
正
行
（
ほ
し
な
・
ま
さ
ゆ
き
）
の
命
で
寛
文
六
年
（
１
６
６
６
）
に
完
成
し

た
会
津
藩
撰
地
誌
。
近
世
地
誌
編
纂
の
嚆
矢
と
さ
れ
る

　

淸
悦
・
殘
夢
の
物
語
が
上
下
区
別
な
く
流
布
し
て
い
る
こ
と
は
、
義
経
生
存
の
強
い

願
い
が
存
在
し
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
　
公
的
歴
史
書
に
記
載
さ
れ
た
義
経
生
存
説
・
渡
海
説

　

⑥
期
以
降
に
義
経
生
存
説
が
「
拡
大
」
し
た
背
景
の
一
つ
に
、
幕
府
や
藩
な
ど
が
公

的
に
編
纂
し
た
歴
史
書
に
、
或
は
公
的
人
物
の
記
述
・
発
言
等
に
生
存
説
等
が
公
表
さ

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
以
下
に
、
時
系
列
に
沿
っ
て
、
そ
の
概
要
を
紹
介

す
る
。

▲
江
戸
幕
府
へ
蝦
夷
地
に
お
け
る
義
経
に
関
す
る
情
報
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

　

例
え
ば
、寛
文
七
年
（
１
６
６
７
）
幕
府
巡
見
使
の
一
人
で
あ
っ
た
中
根
宇
右
衛
門
（
な

か
ね
・
う
え
も
ん
）
が
発
し
た
蝦
夷
地
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
藩
の
案
内
人
の
説
明
と

し
て
、「
ア
イ
ヌ
の
祀
る
オ
キ
ク
ル
ミ
は
判
官
殿
で
あ
る
、
蝦
夷
地
に
は
判
官
殿
の
屋

敷
が
多
数
残
っ
て
い
る
、
義
経
は
更
に
奥
の
地
に
行
っ
た
と
い
う
伝
承
も
あ
る
、
奥
に

は
弁
慶
崎
な
る
岬
が
あ
る
こ
と
云
々
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
（
森
村
宗
冬
『
義
経
伝
説
と
日
本
人
』）。

▲
『
本
朝
通
鑑
（
ほ
ん
ち
ょ
う
つ
が
ん
）』

　

寛
文
十
年
（
１
６
７
０
）
成
立
、
全
２
７
３
巻
。
幕
府
の
命
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
歴

史
書
で
、
正
編
４
０
巻
を
林
羅
山
が
、
残
り
を
そ
の
子
の
林
鵞
峰
（
は
や
し
・
が
ほ
う
）

が
担
当
し
た
。

　

寛
文
十
年
と
い
う
年
は
、
近
世
最
大
の
ア
イ
ヌ
民
族
の
武
装
蜂
起
で
あ
る
シ
ャ
ク

シ
ャ
イ
ン
（
沙
牟
奢
允
）
の
乱
の
最
中
で
あ
る
。
前
年
の
寛
文
九
年
六
月
、
松
前
藩
の
交

易
独
占
強
化
に
反
対
し
て
シ
ブ
チ
ャ
リ
（
現
在
の
日
高
支
庁
静
内
郡
静
内
町
）
の
首
長
シ
ャ

ク
シ
ャ
イ
ン
が
蜂
起
、
こ
れ
に
対
し
て
幕
府
は
、
松
前
氏
の
一
族
に
あ
た
る
旗
本
松

前
泰
広
（
ま
つ
ま
え
・
や
す
ひ
ろ
）
を
派
遣
す
る
一
方
、
津
軽
藩
に
も
出
兵
を
命
じ
た
。

松
前
藩
も
本
格
的
な
鎮
圧
策
を
進
め
、
鉄
砲
の
大
量
投
入
と
巧
妙
な
切
り
崩
し
作
戦
に

よ
っ
て
主
導
権
を
握
り
、
十
月
に
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
を
騙
し
討
ち
で
倒
し
、
寛
文
十
一

年
に
完
全
に
鎮
圧
し
た
。
こ
の
蜂
起
は
、
当
時
の
人
々
の
耳
目
を
蝦
夷
地
に
引
き
つ
け

た
重
大
な
事
件
で
あ
っ
た
。

　
『
続
本
朝
通
鑑
』
巻
七
九
「
俗
伝
」
の
源
義
経
の
項
に
、衣
川
舘
で
自
害
し
た
と
の
『
吾

妻
鏡
』
の
記
述
を
紹
介
し
た
上
で
（『
本
朝
通
知
鑑
』
第
九
巻
２
７
０
０
頁　

國
書
刊
行
会
刊
よ

り
）、「
或
曰
、
衣
河
之
役
義
経
不
死
、
逃
到
蝦
夷
島
、
其
遺
種
存
于
今
」
と
の
俗
伝
を

載
せ
て
い
る
。

　

俗
伝
と
は
い
え
、
当
時
最
高
の
学
識
を
誇
っ
た
鵞
峰
が
、
幕
府
公
認
の
歴
史
書
に
義

五 四
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経
不
死
、
蝦
夷
渡
海
説
を
載
せ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
影
響
力
は
極
め
て
大
き
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
鵞
峰
に
正
確
な
判
断
を
下
す
た
め
に
必
要
な
情
報
が
不
足
し
た
こ
と
に

加
え
て
、
生
存
に
つ
い
て
黙
殺
で
き
な
い
ほ
ど
大
き
な
期
待
が
存
在
し
て
い
る
事
に

よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
義
経
生
存
説
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
と

い
う
べ
き
書
で
あ
る
。

▲
『
大
日
本
史
（
だ
い
に
ほ
ん
し
）』

　

明
暦
三
年
（
１
６
５
７
）、
水
戸
光
圀
の
命
で
編
纂
に
着
手
さ
れ
た
歴
史
書
（
完
成
は
明

治
３
９
年
（
１
９
０
６
））。
編
纂
の
一
環
と
し
て
義
経
北
行
伝
説
の
真
偽
を
確
認
す
る
た

め
快
風
丸
（
か
い
ふ
う
ま
る
）
を
貞
享
二
年
（
１
６
８
５
）、
貞
享
五
年
（
１
６
８
８
）
な
ど

数
回
に
わ
た
り
派
遣
、
蝦
夷
地
に
義
経
・
弁
慶
に
ち
な
ん
だ
地
名
が
あ
る
こ
と
、
ア
イ

ヌ
の
神
オ
キ
ク
ル
ミ
は
義
経
の
こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
。

　

さ
ら
に
、『
大
日
本
史
』
巻
百
八
十
七
、
列
伝
百
十
四
の
「
将
軍
家
族
一　

源
義
経

の
割
註
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
宝
永
三
年
（
１
７
０
６
）
神
代
園
右
衛
門
杢
大
夫
の
撰
で

あ
る
。
そ
の
一
部
を
読
み
下
し
文
で
示
す（
以
下
は
吉
澤
義
一「
大
日
本
史
諸
蛮
伝
と
北
島
志
」

に
よ
っ
た
）。

　
「
将
軍
家
族
一　

源
義
経　

五
年
、
頼
朝
密
に
泰
衡
を
し
て
義
経
を
圖
ら
し
む
。
閏

四
月
晦
日
、泰
衡
兵
を
遣
は
し
て
衣
川
を
襲
ふ
。
東
鑑
。
鷲
尾
經
春
等
力
戰
し
て
死
す
。

是
に
於
い
ぇ
、
義
経
妻
子
を
刺
し
殺
し
て
死
す
。
時
に
年
三
十
一
。
泰
衡
首
を
鎌
倉
に

傳
ふ
。
見
る
も
の
皆
涙
を
堕
せ
り
。

　
『（
割
註
）
東
鑑
。
源
平
盛
衰
記
。
八
坂
本
平
家
物
語
を
參
取
す
。
○
世
に
義
経
記
と

い
ふ
も
の
有
り
て
、
事
迹
最
も
詳
に
繁
碎
○
駮
傳
會
の
説
多
し
と
雖
も
、
而
も
未
だ
必

ず
し
て
皆
虚
誕
な
ら
ず
。
然
れ
ど
も
他
に
證
す
べ
き
な
く
、
眞
偽
辨
じ
難
し
。
故
に
一

切
取
ら
ず
。

　
（
世
伝
義
経
不
死
於
衣
河
舘
　
遁
至
蝦
夷
）
世
に
伝
う
、
義
経
は
衣
河
に
死
な
ず
し

て
遁
れ
て
蝦
夷
に
到
る
と
。
今
『
吾
妻
鏡
』
を
考
え
る
。
閏
四
月
己
未
（
つ
ち
の
と
・
ひ

つ
じ
）
藤
原
泰
衡
義
経
を
襲
い
て
之
を
殺
す
。
五
日
辛
巳
（
か
の
と
・
み
）
報
至
り
、
将

に
首
を
鎌
倉
に
致
さ
ん
と
せ
し
が
、
時
に
源
頼
朝
使
を
遣
わ
し
て
こ
れ
を
止
め
る
。
六

月
辛
丑
（
か
の
と
・
う
し
）
泰
衡
が
使
者
首
を
齋
し
て
腰
越
に
至
り
、
漆
函
を
も
て
之
を

盛
り
、
浸
す
に
美
酒
を
以
て
す
。
頼
朝
、
和
田
義
盛
と
梶
原
景
時
を
し
て
之
を
検
せ
し

む
。
己
未
よ
り
辛
巳
に
至
る
ま
で
相
隔
て
る
こ
と
四
十
三
日
、
天
時
に
暑
熱
な
り
、
函

に
し
て
浸
し
た
り
と
雖
も
、
つ
い
ぞ
壊
爛
腐
敗
せ
ざ
る
こ
と
を
得
ん
。
よ
く
ぞ
真
偽
を

弁
ぜ
ん
や
。（
然
則
義
経
偽
死
而
遁
去
乎
　
至
今
夷
人
崇
奉
義
経
祀
而
神
之
　
葢
或
有

其
故
也
）
し
か
ら
ず
ん
ば
、
則
義
経
は
偽
り
し
て
逃
れ
去
り
し
か
。
今
に
至
る
も
夷
人

義
経
を
崇
拝
し
、
祀
り
て
之
を
神
と
な
せ
り
、
葢
し
そ
の
故
あ
ら
ん
。』

　

こ
れ
も
「
世
伝
」
と
断
り
な
が
ら
生
存
・
蝦
夷
地
渡
海
説
を
紹
介
し
て
い
る
も
の
で
、

生
存
の
根
拠
も
、
世
間
一
般
に
行
わ
れ
て
い
た
義
経
の
死
と
首
実
検
ま
で
の
期
間
の
長

さ
を
あ
げ
て
い
る
。そ
れ
を
あ
え
て
掲
載
し
た
の
は
、快
風
丸
の
調
査
結
果
に
加
え
て
、

民
衆
の
義
経
へ
の
思
慕
、
生
存
へ
の
期
待
を
無
視
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

『
本
朝
通
鑑
』
と
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
。

三
　
義
経
生
存
説
（
通
俗
史
・
文
芸
）
の
急
激
な
増
加

　

元
禄
三
年
～
正
徳
二
年
（
１
６
９
０
～
１
７
１
２
）
に
か
け
て
、
義
経
生
存
説
を
明
確

に
語
る
書
が
顕
著
に
増
加
し
始
め
る
。
そ
れ
を
概
観
す
る
と
、

　

ま
ず
著
者
に
は
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
即
ち
、
専
門
の
学
者
、
町
人
の
学
者
、
そ

し
て
文
芸
家
で
あ
る
。そ
の
う
ち
、積
極
的
に
義
経
生
存
説
に
立
っ
た
の
は
後
二
者
で
、

前
者
は
半
信
半
疑
で
あ
る
。
既
に
触
れ
た
『
大
日
本
史
』
も
、
義
経
の
自
害
を
史
実
と

し
て
認
め
な
が
ら
、
一
方
で
、
俗
説
と
し
て
義
経
蝦
夷
地
生
存
と
蝦
夷
人
の
義
経
崇
拝

を
紹
介
し
て
お
り
、
新
井
白
石
も
同
様
で
あ
る
。
以
下
に
、
主
な
書
の
大
意
を
示
す
。

▲
『
讀
史
餘
論
（
と
く
し
・
よ
ろ
ん
）』
―
正
徳
二
年
（
１
７
１
２
）
新
井
白
石
（
あ
ら
い
・

六
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は
く
せ
き
）
著
（
村
岡
典
嗣
『
讀
史
餘
論
』
岩
波
文
庫
ほ
か
）。

　

新
井
白
石
の
史
書
、
三
巻
。
正
徳
二
年
（
１
７
１
２
）
将
軍
家
宣
に
進
講
し
た
講
義
案

を
も
と
に
享
保
八
年
（
１
７
２
３
）
成
る
。
日
本
史
上
の
権
力
交
替
の
流
れ
を
論
述
。

「（『
讀
史
餘
論
』
巻
三
）（
上
略
）
廿
六
日
、
泰
衡
誅
ス
忠
衡
ヲ
、
廿
三
、
義
經
に
同
意
す

る
の
間
、
宣
下
の
旨
あ
る
に
よ
れ
り
、
義
經
の
死
後
五
十
五
日　

按
す
る
に
、
此
と
し
二
月
、
忠
衡
う
た
れ
し
と
い
ふ
、
東
鑑
に
み
え
し
所
は
六
月
廿
六

日
の
事
也
、お
も
ふ
に
、東
鑑
の
説
し
か
る
へ
き
歟
、世
に
傳
ふ
此
時
義
經
死
な
す
と
、

思
ふ
に
忠
衡
か
も
と
に
の
か
れ
し
な
る
へ
し
、
か
つ
義
經
已
に
自
殺
し
て
館
に
火
を
は

な
ち
し
と
も
い
ふ
歟
、
泰
衡
か
獻
せ
し
首
真
な
る
に
は
あ
ら
し
、
泰
衡
は
始
は
義
經
す

て
に
死
し
ぬ
と
お
も
ひ
し
に
、
其
首
を
得
さ
れ
は
、
似
た
る
も
の
ゝ
首
き
り
て
酒
に
ひ

た
し
、
日
數
歴
て
の
ち
に
鎌
倉
に
送
れ
る
に
や
、
か
く
て
忠
衡
か
義
經
を
助
け
て
奔
ら

し
め
し
を
き
ゝ
て
討
し
な
る
へ
し
。
頼
朝
は
疑
ふ
所
あ
り
し
か
は
、
し
き
り
に
泰
衡
を

討
へ
し
と
望
申
を
し
歟
、世
に
傳
ふ
る
事
の
こ
と
く
な
ら
ん
に
は
、忠
衡
か
討
れ
し
も
、

義
經
の
討
れ
し
よ
り
さ
き
百
日
に
近
し
、
忠
衡
す
て
に
討
れ
し
上
は
義
經
の
死
ち
か
き

に
あ
る
事
、
智
者
を
待
す
し
て
明
ら
か
也
、
義
經
手
を
束
ね
て
死
に
就
へ
き
人
に
あ
ら

す
、
不
審
の
事
な
り
と
も
蝦
夷
の
地
に
義
經
の
家
の
跡
あ
り
、
又
夷
人
飲
食
に
必
ま
つ

る
、
い
は
ゆ
る
ヲ
キ
ク
ル
ミ
と
い
ふ
は
即
義
經
の
事
に
て
、
義
經
の
ち
に
は
奥
へ
ゆ
き

し
な
と
い
ひ
傳
へ
し
と
も
い
ふ
（
下
略
）」

　

吾
妻
鏡
の
説
を
支
持
し
た
直
後
に
「
世
に
傳
ふ
義
經
云
々
」
と
義
経
生
存
説
や
蝦
夷

人
の
ヲ
キ
ク
ル
ミ
即
義
経
説
を
紹
介
す
る
な
ど
白
石
の
義
経
生
存
説
・
蝦
夷
渡
海
説
へ

の
執
着
ぶ
り
を
見
て
取
れ
る
。

▲
『
残
太
平
記
（
ざ
ん
た
い
へ
い
き
）』
―
元
禄
三
年
（
１
６
９
０
）
多
々
良
一
龍
（
た
た
ら
・

い
ち
り
ゅ
う
）（
南
宗
庵
と
も
）
著
（
書
林
鳫
金
屋
刊
、盛
岡
市
中
央
公
民
館
藏
）、「
蝦
夷
地
に
渡
っ

た
義
経
は
ア
イ
ヌ
に
崇
敬
さ
れ
、
死
後
義
経
大
明
神
と
し
て
祀
ら
れ
、
今
日
で
も
崇
拝

さ
れ
て
い
る
云
々
」

「『
殘
太
平
記
　
巻
之
七
』
○
罪
（
ザ
イ
）
人
遠
嶋
流
刑
評
定
（
エ
ン
タ
ウ
ル
ケ
イ
ヒ
ヤ
ウ
ジ
ヤ
ウ
）

之
事
（
上
略
）
扨
又
夷
（
エ
ゾ
ガ
）
嶋
ノ
叓
ヲ
ハ
。
奥
（
ヲ
フ
）
州
津
輕
（
ツ
ガ
ル
）
ノ
商
人
（
ア

キ
ン
ド
）
ニ
問
給
ヘ
バ
。
此
ノ
嶋
北
方
三
百
里
ノ
嶋
ニ
テ
。
百
里
程
ハ
通
（
ト
ヲ
）
リ
ス
ギ
テ

見
候
ヘ
ド
モ
。
食
物
ナ
キ
故
ニ
京
（
ミ
ヤ
コ
）
ヘ
着
（
ツ
カ
）
ズ
皈
リ
申
候
。
國
ノ
樣
体
（
ヤ

ウ
ダ
イ
）
深
山
（
シ
ン
ザ
ン
）
計
（
バ
カ
リ
）
ニ
テ
寒
（
カ
ン
）
國
ナ
リ
。
夏
（
ナ
ツ
）
ノ
間
（
ア

イ
ダ
）
粟
黍
（
ア
ハ
・
キ
ビ
）
計
（
バ
カ
リ
）
ヲ
食
ス
。
其
ノ
外
栗
柿
薇
榛
（
ク
リ
・
カ
キ
・
ワ

ラ
ビ
・
ハ
シ
バ
ミ
）
ノ
菓
（
コ
ノ
ミ
）
ヲ
取
リ
。
男
女
屋
（
イ
ヘ
）
ヲ
モ
持
（
モ
タ
）
ズ
岩
窟
（
ガ

ン
ク
ツ
）
土
（
ツ
チ
）
ノ
籠
（
ロ
ウ
）
ニ
入
テ
。
雪
消
（
ユ
キ
キ
エ
）
ル
ト
キ
ハ
山
ニ
入
リ
。
鹿

猿
（
シ
カ
サ
ル
）
ナ
ド
ゝ
云
フ
牛
（
ウ
シ
）
ヲ
毒
矢
ニ
テ
射
殺
シ
。
是
ヲ
食
シ
テ
。
明
暮
（
ア

ケ
ク
レ
）
深
山
ノ
中
ニ
有
リ
。
人
ノ
形
（
カ
タ
チ
）
ヲ
見
レ
バ
男
（
ヲ
ト
コ
）
ハ
。
タ
ク
マ
シ
ク

白
色
ニ
シ
テ
眼
丸
（
マ
ナ
コ
マ
ロ
）
ク
黒
ク
鬚
（
ヒ
ゲ
）
多
ク
。
皮
衣
（
カ
ハ
コ
ロ
モ
）
ヲ
着
タ

レ
バ
。
其
ノ
侭
（
マ
ゝ
）
ノ
熊
カ
猪
ノ
如
シ
。
金
銀
ハ
山
々
ニ
滿
滿
（
ミ
チ
ミ
チ
）
タ
レ
共
。

是
レ
ヲ
不
ズ
用
ヒ
。
皆
人
畜
生
（
チ
ク
シ
ヤ
ウ
）
ニ
近
ク
人
ヲ
喰
ハ
ヌ
鬼
ニ
モ
似
テ
候
。

然
レ
共
爰（
コ
ゝ
）ニ
一
ノ
不
思
議
候
。
文
治（
ヂ
）五
年
伊
予
ノ
守
義
經
奥
州
衣
川
高
舘（
タ

カ
ダ
チ
）
ノ
城
ニ
テ
自
害
ト
云
ヘ
共
。
死
間
（
シ
カ
ン
）
ノ
謀
（
ハ
カ
リ
コ
ト
）
ヲ
以
テ
。
義

經
辨
慶
夷
（
エ
ゾ
ガ
）
嶋
ニ
渡
テ
方
便
（
ハ
ウ
ベ
ン
）
ヲ
盡
シ
給
ヒ
シ
カ
バ
。
夷
人
（
エ
ゾ
ジ
ン
）

大
イ
ニ
尊
（
タ
ツ
ト
）
ミ
今
マ
ノ
世
マ
デ
モ
義
經
大
明
神
ト
祭
リ
崇
（
ア
ガ
）
メ
テ
。
日
本
ノ

伊
勢
大
神
宮
ノ
如
ク
恐
レ
ヲ
成
ス
。
是
レ
一
の
奇
特
（
キ
ト
ク
）
ナ
リ
。
此
ノ
嶋
ヨ
リ
韃
靼

（
タ
ツ
タ
ン
）
國
ヘ
ハ
。
海
路
（
カ
イ
ロ
）
六
十
里
ヲ
阻
（
ヘ
ダ
テ
）
テ
通
路
ヨ
シ
ト
語
リ
ケ
ル
。

是
レ
可
（
ベ
）
キ
愼
（
ツ
ツ
シ
ム
）
嶋
ナ
リ
。
罪
（
ザ
イ
）
人
ヲ
流
ス
共
國
廣
ケ
レ
ハ
。
如
何

成
謀
（
ハ
カ
リ
ゴ
ト
）
ヲ
ヤ
成
ベ
キ
。（
下
略
）」　

註
＊
樣
体
―
様
態
、
状
況
、
様
相　

＊
籠
―
竪
穴
住
居
的
な
室　

＊
死
間
―
死
ぬ
間

際
の　

＊
方
便
―
手
だ
て
、
手
段　

＊
奇
特
―
優
れ
て
珍
し
い
、
優
れ
て
誉
め

る
べ
き
こ
と　

＊
韃
靼
―
沿
海
州
周
辺
に
あ
っ
た
モ
ン
ゴ
ク
系
タ
タ
ー
ル
人
の

七 六
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▲
『
本
朝
武
家
高
名
記
（
ほ
ん
ち
ょ
う
・
ぶ
け
こ
う
み
ょ
う
き
）』
―
元
禄
十
年
（
１
６
９
７
）

大
坂
の
町
医
者
樋
口
好
運
（
ひ
ぐ
ち
・
こ
う
う
ん
）
著
（
大
阪
、
河
内
屋
刊
、
鹿
児
島
大
学
藏
）、

大
略
『
残
太
平
記
』
と
同
じ
内
容
で
あ
る
。

▲
『
本
朝
武
家
評
林
（
ほ
ん
ち
ょ
う
・
ぶ
け
ひ
ょ
う
り
ん
）』
―
元
禄
十
三
年
（
１
７
０
０
）

名
古
屋
出
身
の
茶
人
遠
藤
元
閑
（
え
ん
ど
う
・
げ
ん
か
ん
）
著
（
大
阪
、
河
内
屋
刊
、
国
立
国

会
図
書
館
藏
）、
義
経
の
高
舘
脱
出
方
法
そ
の
他
の
記
述
が
詳
し
く
、
よ
り
具
体
的
に
な

る
。「
義
経
は
事
前
に
蝦
夷
地
に
使
い
を
派
遣
し
、
蝦
夷
人
の
宣
撫
工
作
を
行
い
、
文

治
五
年
閏
四
月
三
十
日
、泰
衡
に
攻
め
ら
れ
る
と
衣
川
舘
を
脱
出
し
、蝦
夷
地
に
渡
る
。

事
前
工
作
が
功
を
奏
し
、
奥
蝦
夷
の
人
々
ま
で
義
経
に
従
い
同
心
し
た
。
義
経
は
守
護

と
尊
敬
さ
れ
、
七
十
四
歳
迄
生
き
た
。
義
経
死
後
、
蝦
夷
人
は
彼
を
「
義
経
大
明
神
」

と
崇
敬
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
近
年
の
蝦
夷
地
で
叛
乱
を
起
こ
し
た
シ
ャ
ク
シ
ャ

イ
ン
は
「
我
先
祖
は
日
本
人
で
あ
る
、
我
は
従
五
位
下
源
義
経
公
の
末
裔
で
あ
る
」
と

語
っ
た
と
伝
え
聞
く
云
々
」

▲
『
義
経
知
緒
記
（
よ
し
つ
ね
・
ち
し
ょ
き
）』
―
元
禄
十
三
～
十
六
年
（
１
７
０
３
）
頃
か
、

『
異
本
義
経
記
（
い
ほ
ん
・
ぎ
け
い
き
）』
の
別
名
と
さ
れ
る
（
黒
田
彰
・
岡
田
美
穂
編
『
義
経

知
緒
記
・
義
経
勲
功
記
』
２
０
０
５
ク
レ
ス
出
版
刊
）、『
本
朝
武
家
評
林
』
で
は
置
き
去
り
に

さ
れ
た
義
経
の
北
の
方
も
、
一
行
と
共
に
蝦
夷
地
へ
遁
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
泰
衡
が

義
経
逃
亡
の
共
謀
者
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
念
を
表
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
新
し
い
。

▲
『
鬼
三
太
残
齡
記
（
き
さ
ん
た
・
ざ
ん
れ
い
き
）』
―
元
禄
十
四
年
（
１
７
０
１
）
頃
（
須

田
学
著
『
日
本
文
学
論
集
』）、『
淸
悦
物
語
』
を
下
敷
き
に
し
た
と
さ
れ
る
、
義
経
は
弁
慶

ら
を
見
捨
て
て
北
へ
逃
亡
、
自
ら
の
身
代
わ
り
と
し
て
杉
目
行
信
を
た
て
た
、
云
々
」。

　

義
経
の
臣
下
で
、
厩
の
係
を
勤
め
「
御
厩
の
鬼
三
太
」（
お
に
さ
ん
た
と
も
）
と
呼
ば

れ
た
。
弁
慶
ら
と
共
に
勇
名
を
馳
せ
、
文
治
元
年
、
頼
朝
の
命
を
受
け
た
土
佐
坊
昌
俊

（
と
さ
ぼ
う
・
し
ょ
う
し
ゅ
ん
）
が
京
都
六
條
室
町
の
義
経
の
館
を
襲
っ
た
時
、
こ
れ
を
防

い
だ
な
ど
と
さ
れ
る
（
堀
河
夜
討
）。
淸
悦
と
同
一
人
物
と
も
い
わ
れ
る
。

▲
『
義
経
興
廃
記
（
よ
し
つ
ね
・
こ
う
は
い
き
）』
―
元
禄
十
七
年
（
１
７
０
４
）、小
幡
邦
器
（
お

ば
た
・
く
に
か
た
）著（
出
版
者
・
年
不
明
、佐
賀
県
立
図
書
館
藏
）、泰
衡
が
義
経
の
理
解
者
で
あ
っ

た
の
で
蝦
夷
地
へ
遁
れ
る
こ
と
が
で
き
た
な
ど
の
生
存
説
を
述
べ
た
後
、
著
者
自
身
が

考
証
し
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
は
意
外
に
も
義
経
生
存
説
の
否
定
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
大
意
は
、「
平
泉
を
脱
出
し
た
義
経
は
蝦
夷
地
に
渡
り
、
莫
大
な
財
宝
で
蝦
夷

人
を
手
な
ず
け
た
。
人
々
は
義
経
を
敬
い
、
そ
の
死
後
に
は
神
と
祀
っ
た
。
即
ち
、
義

経
大
明
神
で
あ
り
、
今
日
で
も
一
人
も
残
さ
ず
崇
敬
し
て
い
る
と
い
う
。
食
事
の
時
は

必
ず
先
ず
義
経
に
祈
り
、
続
い
て
他
の
神
に
祈
る
と
い
う
。
義
経
の
弓
矢
甲
冑
、
弁
慶

の
長
刀
な
ど
を
宝
物
と
し
て
い
る
と
も
聞
く
。
弁
慶
は
立
往
生
し
た
と
さ
れ
る
が
、
彼

ほ
ど
の
勇
者
で
あ
れ
ば
、
身
代
わ
り
を
た
て
、
討
死
し
た
と
見
せ
か
け
て
間
道
か
ら
逃

げ
延
び
た
に
違
い
な
い
。
泰
衡
も
か
ね
て
か
ら
の
打
ち
合
せ
通
り
な
の
で
、
義
経
の
死

骸
を
改
め
も
せ
ず
、
適
当
な
焼
け
首
を
鎌
倉
に
送
っ
た
の
で
、
鎌
倉
方
で
も
偽
首
と
見

破
れ
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、『
吾
妻
鏡
』
に
泰
衡
が
義
経
を
討
っ
た
と
記
し
て
あ
る
。
義
経
の
蝦
夷

地
脱
出
は
虚
構
で
荒
唐
無
稽
な
話
で
あ
る
。
今
児
童
の
為
に
記
す
云
々
」

▲
『
源
義
経
將
棊
経
（
み
な
も
と
の
よ
し
つ
ね
・
し
ょ
う
ぎ
き
ょ
う
）』
―
宝
永
三
年
（
１
７
０

６
）
近
松
門
左
衛
門
（
ち
か
ま
つ
・
も
ん
ざ
え
も
ん
、
１
６
５
３
～
１
７
２
４
）
作
、（『
正
本
近

松
禅
宗
６
』
勉
誠
出
版
刊
）、「
今
の
代
迄
も
、
か
の
嶋
の
祠
に
、
義
経
ほ
ん
じ
て
義
経
（
ヲ

キ
ク
ル
）
大
明
神
と
く
は
ん
し
や
う
（
勧
請
）
し
、二
人
の
ゑ
像
（
絵
像
）
を
い
へ
〱
（
家
々
）

の
門
の
札
に
も
か
（
掛
）
く
る
と
か
や
云
々
」
な
ど
と
義
経
蝦
夷
地
渡
海
伝
説
を
テ
ー

八
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マ
と
し
て
い
る
。
義
経
生
存
伝
説
確
立
の
う
え
で
、
こ
の
よ
う
な
歌
舞
伎
の
影
響
力
も

無
視
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

▲
『
義
経
勲
功
記
（
よ
し
つ
ね
・
く
ん
こ
う
き
）』
―
正
徳
二
年
（
１
７
１
２
）
馬
場
信
意
（
ば
ば
・

の
ぶ
の
り
、
１
６
６
９
～
１
７
２
８
）
著
、（
前
掲
の
『
義
経
知
緒
記
・
義
経
勲
功
記
』）、
馬
場
は

京
都
出
身
の
通
俗
軍
記
物
語
作
者
で
あ
る
。
こ
の
書
の
成
立
に
は
以
下
の
よ
う
な
複
雑

な
経
過
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

『
備
中
国
（
岡
山
県
西
半
部
）
生
ま
れ
の
安
達
東
伯
（
あ
だ
ち
・
と
う
は
く
）
が
諸
国
行
脚

の
旅
に
出
て
、奥
州
で
常
陸
坊
海
尊
と
出
会
う
。
海
尊
は
仙
人
と
な
り
、残
夢
と
名
乗
っ

て
い
た
。
海
尊
は
、
自
ら
と
判
官
殿
、
弁
慶
が
人
魚
の
肉
を
食
べ
不
老
不
死
の
仙
人
と

な
っ
た
顚
末
、
文
治
五
年
閏
四
月
晦
日
に
平
泉
を
逃
れ
蝦
夷
地
に
到
っ
た
こ
と
、
蝦
夷

人
は
シ
ャ
ク
ワ
ン
と
呼
ん
で
義
経
を
尊
敬
し
た
こ
と
、
義
経
の
消
息
不
明
後
は
神
社
を

建
立
し
ホ
ウ
ク
ワ
ン
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
、
こ
れ
は
「
判
官
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
な

ど
を
東
伯
に
語
っ
た
。

　

東
伯
は
海
尊
の
話
の
内
容
が
『
吾
妻
鏡
』『
義
経
記
』『
平
家
物
語
』『
源
平
盛
衰
記
』

と
全
く
異
な
る
こ
と
に
驚
き
、
細
大
漏
ら
さ
ず
筆
記
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
一
冊
の

書
に
纏
め
る
こ
と
と
し
、そ
の
作
業
を
馬
場
信
意
に
依
頼
し
、元
禄
十
七
年
に
歿
し
た
。

　

編
集
に
当
っ
た
馬
場
は
正
徳
二
年
に
完
成
さ
せ
た
が
、そ
の
「
義
経
渡
海
蝦
夷
事
（
よ

し
つ
ね
・
え
ぞ
・
と
か
い
の
こ
と
）」
の
項
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
蝦
夷
地
の
人
々
は
義
経
を
神
と
崇
め
、
キ
ク
ル
ミ
と
呼
ん
で
尊
敬
し
て
い
る
。
本

社
に
祀
ら
れ
て
い
る
の
は
義
経
、
北
の
方
、
娘
の
三
人
、
末
社
の
九
社
に
は
武
蔵
坊
弁

慶
、
鈴
木
三
郎
、
亀
井
六
郎
と
い
っ
た
人
物
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
判
官
殿
が
蝦
夷
地
へ

脱
出
し
た
後
、
藤
原
忠
衡
殿
も
蝦
夷
地
へ
や
っ
て
来
て
仕
え
た
と
い
う
。
判
官
殿
は
蝦

夷
地
の
主
に
な
っ
た
ば
か
り
か
、
限
り
な
き
長
寿
を
保
っ
て
今
に
居
ら
れ
、
子
孫
は
蝦

夷
の
棟
梁
に
な
っ
た
、
目
出
度
い
こ
と
で
あ
る
云
々
」」

　

以
上
の
江
戸
時
代
中
期
ま
で
の
義
経
生
存
説
は
蝦
夷
地
渡
海
ま
で
で
あ
っ
て
、
大
陸

渡
海
説
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
大
陸
渡
海
説
の
嚆
矢
と
言
う
べ
き
は
、
次
項
の
『
可
足

記
（
か
そ
く
き
）』
で
あ
る
。
津
軽
（
弘
前
）
藩
編
纂
の
書
で
あ
る
。

四
　『
可
足
権
僧
正
筆
記
（
か
そ
く
・
ご
ん
の
そ
う
じ
ょ
う
・
ひ
つ
ぎ
）、（
可
足
記
）（
か

そ
く
き
）』

　

元
禄
年
間
（
１
６
８
５
～
１
７
０
４
）
頃
成
立
と
思
わ
れ
る
書
。
著
者
の
可
足
権
僧
正

は
弘
前
藩
第
三
代
藩
主
津
軽
土
佐
守
信
義
（
つ
が
る
・
と
さ
の
か
み
・
の
ぶ
よ
し
）
の
十
一

男
で
、四
代
藩
主
信
政
（
の
ぶ
ま
さ
）
の
弟
に
あ
た
り
、京
都
の
養
源
院
（
よ
う
げ
ん
い
ん
）

の
住
職
で
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　

養
源
院
は
京
都
市
東
山
区
三
十
三
間
堂
廻
り
町
（
ま
わ
り
ち
ょ
う
）
に
所
在
す
る
寺

院
で
、
浅
井
長
政
（
あ
さ
い
・
な
が
ま
さ
）
の
長
女
茶
々
（
ち
ゃ
ち
ゃ
）（
淀
殿
）
が
創
建
、

三
女
お
江
（
お
ご
う
）（
二
代
将
軍
秀
忠
の
正
室
）
が
再
建
す
る
な
ど
浅
井
氏
と
縁
の
深
い
寺

で
あ
る
。
な
お
、
養
源
院
は
長
政
の
院
号
よ
り
採
っ
た
も
の
。

　

こ
の
書
は
、
歴
代
の
先
祖
に
つ
い
て
不
明
確
な
点
が
多
い
津
軽
家
の
系
譜
を
正
す
た

め
、
藩
よ
り
可
足
に
記
述
が
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
受
け
て
可
足
は
、津
軽
家
の
先
祖
を
藤
原
秀
衡
の
弟
秀
栄
（
ひ
で
ひ
さ
）
と
し
、

衣
川
脱
出
後
の
義
経
は
秀
栄
の
子
の
秀
元
（
ひ
で
も
と
）
が
支
配
す
る
津
軽
十
三
湊
（
と

さ
み
な
と
、
旧
北
津
軽
郡
市
浦
村
、
現
五
所
川
原
市
）
に
遁
れ
、
そ
こ
で
再
起
し
て
鎌
倉
攻
撃

を
試
み
た
が
、敗
れ
て
外
ヶ
浜
（
そ
と
が
は
ま
、現
東
津
軽
郡
）
に
落
ち
、三
厩
（
み
ん
ま
や
、

旧
東
津
軽
郡
三
厩
村
、現
外
ヶ
浜
町
）
か
ら
蝦
夷
地
に
渡
り
、蝦
夷
制
圧
の
後
に
大
陸
へ
渡
っ

た
と
し
た
。
以
下
、弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
所
蔵
資
料
に
よ
っ
て
そ
の
概
要
を
示
す
（
人
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一

物
の
官
位
、
年
号
な
ど
に
誤
記
も
あ
る
が
そ
の
ま
ま
示
す
）。

「
可
足
権
僧
正
筆
記
之
写
（
か
そ
く
・
ご
ん
の
そ
う
じ
ょ
う
・
ひ
つ
ぎ
の
う
つ
し
）

津
軽
曩
祖
ハ
左
衛
門
尉
藤
原
秀
栄
と
申
候
、
秀
栄
は
大
職
（
織
）
冠
鎌
足
八
代
従
四
位

下
鎮
守
府
将
軍
秀
郷
初
田
原
藤
太
子
孫
に
付
、
秀
郷
六
代
陸
奥
経
清
亘
利
に
居
る
安
倍
頼

時
の
娘
中
一
の
前
を
娶
り
清
衡
を
生
候
、
経
清
天
喜
五
年
安
倍
頼
時
の
乱
に
与
（
く
み
）

し
、
被
誅
候
、
中
一
の
前
美
人
の
聞
へ
有
之
、
二
歳
之
子
清
衡
を
携
候
而
出
羽
之
人
荒

川
太
郎
清
原
武
貞
の
妻
と
成
家
衡
を
生
申
候
、
即
清
衡
に
は
異
父
兄
弟
に
候
、
清
衡
を

は
武
貞
養
ひ
候
由
、
武
貞
死
去
之
後
武
貞
の
弟
武
衡
幷
家
衡
叛
候
時
清
衡
官
軍
源
義
家

に
属
し
候
而
勲
功
候
に
付
、
武
衡
家
衡
亡
候
後
、
武
貞
の
遺
領
陸
奥
六
郡
管
領
す
へ
き

旨
に
て
鎮
守
府
将
軍
に
被
任
候
、
子
基
衡
安
倍
宗
任
の
女
を
娶
り
秀
衡
、
秀
栄
、
或
は

秀
久
を
生
候
、
秀
衡
は
嘉
保
二
年
秀
栄
は
永
長
元
年
二
月
十
五
日
誕
生
に
付
、
秀
衡
を

御
館
太
郎
殿
秀
栄
を
御
館
次
郎
殿
と
申
候
、
秀
衡
久
寿
元
○
○
月
○
○
五
十
九
に
而
家

を
嗣
候
、
嘉
応
二
年
五
月
二
十
五
日
八
十
四
に
而
鎮
守
府
将
軍
に
被
任
候
、
此
日
次
郎

殿
八
十
一
に
而
左
衛
門
尉
（
さ
え
も
ん
の
じ
ょ
う
）
に
被
任
候
由
、

註
＊
曩
祖
（
の
う
そ
）
―
先
祖
、
祖
先　

＊
大
職
（
織
）
冠
鎌
足
（
た
い
し
ょ
っ
か
ん
・

か
ま
た
り
）
―
６
１
４
～
６
６
９
年　

＊
秀
郷
―
天
慶
三
年
（
９
４
０
）
平
将
門

の
乱
を
鎮
圧
、
田
原
藤
太
と
も　

＊
経
清
―
『
陸
奥
話
記
』
に
亘
理
権
太
夫
と

あ
る　

＊
中
一
の
前
（
な
か
い
ち
の
ま
え
）
―『
吾
妻
鏡
』に
は「
中
加
一
乃
末
陪
」

　

＊
天
喜
五
年
―
１
０
５
７
年　

＊
清
原
武
貞
―
清
原
武
則
の
子
、
生
没
年
不

明　

＊
家
衡
―
清
原
真
衡
、
清
衡
の
異
父
弟
、
？
～
１
０
８
７
年

　

＊
武
衡
―
武
則
の
子
、
通
称
将
軍
三
郎
、
？
～
１
０
８
７
年

　

＊
源
義
家
―
１
０
３
９
～
１
１
０
６
年
、
八
幡
太
郎
と
号
す

　

＊
陸
奥
六
郡
―
奥
六
郡
、
安
倍
氏
の
根
拠
地
で
あ
っ
た
胆
沢
・
江
刺
・
和
賀
・
稗

貫
・
紫
波
・
岩
手
の
６
郡　

＊
嘉
保
二
年
―
１
０
９
６
年　

＊
永
長
元
年
―
１

０
９
７
年　

＊
御
館
―
み
た
ち
、
領
主　

＊
久
寿
元
年
―
１
１
５
４
年　

＊
嘉

応
二
年
―
１
１
７
０
年

次
郎
殿
年
若
の
頃
御
父
基
衡
よ
り
津
軽
の
内
三
郡
賜
り
、
秀
衡
代
に
至
り
一
円
全
く

賜
り
候
而
、
苗
字
は
津
軽
と
名
乗
候
。
十
三
（
と
さ
）
に
被
居
候
故
十
三
の
左
衛
門
尉

殿
と
も
申
候
、
又
十
三
は
奥
州
之
内
下
の
果
の
地
也
迚
（
と
て
）
下
郡
と
も
申
候
由
、

秀
衡
入
道
し
て
文
治
二
年
九
十
二
に
て
果
候
、
其
頃
左
衛
門
尉
殿
も
入
道
し
玉
（
給
）

ひ
て
法
名
○
○
○
出
家
得
道
（
度
）
殊
勝
に
候
、
津
軽
の
狄
松
前
の
狄
に
も
剃
髪
の
者

も
候
、
同
五
年
八
月
二
十
五
日
秀
衡
の
子
伊
達
次
郎
泰
衡
か
狼
狽
の
所
よ
り
一
族
滅
亡

候
を
被
歎
候
而
十
三
の
檀
林
寺
（
だ
ん
じ
ん
じ
）
に
て
一
族
の
回
向
執
行
候
、
此
時
入
道

殿
御
子
息
秀
元
御
代
に
て
候
、
九
郎
判
官
身
代
に
は
一
家
の
内
杉
目
太
郎
行
信
い
た
し

候
、
行
信
か
首
鎌
倉
へ
見
参
（
げ
ざ
ん
）
に
入
候
、
泰
衡
亡
て
判
官
義
行
と
改
入
道
殿

御
頼
に
て
高
館
の
城
よ
り
五
七
人
貌
を
か
へ
、
津
軽
へ
来
候
、
○
○
十
三
の
檀
林
寺
へ

差
置
候
、
此
頃
又
関
東
よ
り
討
手
下
候
へ
共
、
在
家
知
不
申
判
官
再
ひ
高
館
へ
帰
り
義

兵
を
催
候
、
其
時
泰
衡
の
郎
等
由
利
広
常
（
ゆ
り
の
ひ
ろ
つ
ね
）
判
官
の
旗
を
挙
候
而
伊

達
の
大
木
戸
に
て
戦
申
候
、
此
隙
に
判
官
海
上
を
廻
り
伊
豆
箱
根
に
至
り
鎌
倉
を
襲
候

半
と
て
出
陣
之
処
、広
常
之
勢
南
部
華
山
今
の
気
仙
の
者
為
に
利
を
失
ひ
、軍
（
い
く
さ
）

破
れ
候
は
ゝ
外
ヶ
浜
に
落
来
、
判
官
の
音
信
伺
候
と
こ
ろ
、
判
官
三
厩
（
み
ん
ま
や
）
よ

り
出
船
候
て
、
達
火
（
た
っ
ぴ
）
今
の
竜
浜
の
潮
に
掛
り
難
船
に
及
候
、
此
時
広
常
か

従
兵
散
々
に
落
去
、
広
常
も
被
捕
候
て
鎌
倉
に
て
被
罪
候

註
＊
文
治
二
年
―
１
１
８
６
年　

＊
文
治
五
年
―
１
１
８
９
年　

＊
狄
―
北
方
の
蝦

夷
人　

＊
伊
達
次
郎
泰
衡
（
だ
て
の
じ
ろ
う
・
や
す
ひ
ら
）
―
秀
衡
の
嫡
男
、
１
１

５
５
（
６
５
）
～
１
１
８
９
年　

＊
檀
林
寺
（
だ
ん
り
ん
じ
）
―
秀
栄
建
立
と
さ

れ
る
寺
院　

＊
身
代
―
み
が
わ
り
＊
杉
目
太
郎
行
信
（
す
ぎ
の
め
・
た
ろ
う
・
ゆ
き

の
ぶ
）
―
信
夫
出
身
か
、
宮
城
県
旧
栗
原
郡
金
成
町
に
墓
が
あ
る　

＊
由
利
広

常
―
泰
衡
の
臣
下
、
出
羽
の
由
利
の
武
士
か
？　

＊
伊
達
の
大
木
戸
―
現
福
島

県
伊
達
郡
国
見
町
大
木
戸　

＊
達
火
―
竜
飛
、
津
軽
半
島
の
最
北
端
、
現
東
津

十
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軽
郡
外
ヶ
浜
町
三
厩
龍
浜

判
官
狄
ヶ
島
（
え
ぞ
が
し
ま
）
に
漂
着
し
て
再
ひ
帰
り
不
申
候
、
後
金
国
（
き
ん
こ
く
）
へ

渡
候
由
、
其
渡
候
所
を
お
か
む
ひ
と
申
候
、
判
官
子
孫
金
国
に
有
之
護
衛
源
義
澄
（
ご

え
い
・
げ
ん
ぎ
ち
ょ
う
）
と
申
候
由
承
候
、

合
戦
の
節
二
代
左
衛
門
殿
御
討
死
候
、
其
子
左
衛
門
殿
ハ
秀
元
（
ひ
で
も
と
）
と
申
、
其

子
左
衛
門
秀
直
（
ひ
で
な
お
）
殿
其
子
下
郡
藤
太
頼
秀
（
と
う
た
・
よ
り
ひ
で
）
殿
の
時
、

家
衰
へ
て
藤
崎
（
ふ
じ
さ
き
）
の
安
東
家
（
あ
ん
ど
う
け
）
勢
強
て
、
御
父
秀
直
殿
是
を
被

歎
、
某
歴
代
津
軽
の
管
領
に
て
田
原
藤
太
秀
郷
の
末
に
生
れ
お
め
お
め
旗
下
の
士
に
土

地
奪
ハ
る
ゝ
こ
そ
遺
恨
（
憾
）
な
れ
、
我
子
某
に
勝
れ
た
る
人
と
な
り
仇
敵
を
切
従
へ

よ
か
し
と
て
頼
秀
殿
を
藤
太
と
名
付
候
よ
し
、
左
衛
門
秀
直
殿
ハ
宝
治
（
ほ
う
じ
）
年
中

安
東
と
戦
て
討
死
致
候
、

藤
太
幼
稚
な
れ
ハ
乳
母
抱
へ
て
新
庄
（
し
ん
じ
ょ
う
）
へ
連
行
（
つ
れ
ゆ
き
）
領
主
吉
次
（
よ

し
つ
ぐ
）
某
を
頼
む
、
吉
次
領
掌
し
て
深
く
隠
し
候
由
、
即
吉
次
か
子
と
唱
へ
戸
建
沢

に
て
炭
焼
候
山
中
に
隠
置
候
、
最
明
寺
時
頼
入
道
廻
国
候
時
、
当
国
へ
下
ら
れ
、
津
軽

家
の
事
尋
ね
る
時
、
吉
次
某
安
東
家
津
軽
を
横
領
致
候
故
、
津
軽
左
衛
門
尉
子
孫
彼
国

に
居
候
体
（
て
い
）
具
（
つ
ぶ
さ
）
に
申
候
へ
ハ
、
時
頼
入
道
藤
太
殿
を
憐
ミ
冠
を
加
へ
て

頼
秀
を
名
乗
候
へ
し
と
て
恩
遇
（
お
ん
ぐ
う
）
厚
由
候
、

註
＊
金
国
―
女
真
族
の
国　

１
１
１
５
～
１
２
３
４
年　

＊
お
か
む
ひ

　

＊
藤
崎
―
青
森
県
南
津
軽
郡
藤
崎
町　

＊
安
東
家
―
中
世
に
陸
奥
・
出
羽
の
北
部

に
勢
力
を
振
っ
た
、
安
倍
貞
任
の
子
の
高
星
に
始
ま
る
と
伝
え
る

　

＊
宝
治
年
中
―
１
２
４
７
～
４
９
年　

＊
新
庄
―
山
形
県
新
庄
市
？

　

＊
領
掌
―
承
諾
す
る　

＊
戸
建
沢
―
青
森
市
鶴
ヶ
坂
に
戸
建
沢
神
社
が
あ
る　

＊

最
明
寺
時
頼
入
道
―
鎌
倉
幕
府
の
執
権
、
出
家
後
回
国
伝
説
あ
り
、
１
２
２
７

～
６
３
年

此
頃
近
衛
殿
の
姫
君
継
母
の
讒
（
そ
し
り
）
に
よ
り
外
ヶ
浜
へ
被
流
候
、
吉
次
某
藤
太

殿
へ
進
め
契
を
被
結
候
よ
し
、
時
頼
鎌
倉
へ
帰
り
頼
秀
殿
を
被
呼
登
候
時
、
六
尺
有
余

の
大
男
に
て
容
儀
（
よ
う
ぎ
）
人
に
勝
れ
候
由
、則
家
名
左
衛
門
尉
に
被
任
大
原
真
守
（
お

お
は
ら
・
さ
ね
も
り
）
の
太
刀
賜
り
、
本
領
安
堵
之
上
網
代
の
輿
（
あ
じ
ろ
の
こ
し
）
な
ら

ひ
屋
形
号
免
許
と
承
申
候
、
此
頃
母
御
唐
糸
の
前
（
か
ら
い
と
の
ま
え
）
卒
去
に
付
追
善

の
為
万
蔵
寺
（
ば
ん
ぞ
う
じ
）
幷
開
基
冥
福
を
祈
申
候
、
初
（
は
じ
め
）
唐
糸
前
時
頼
の
妾

に
て
当
国
へ
配
流
秀
直
殿
室
に
成
候
由
、
此
時
に
藤
太
殿
懐
妊
の
由
に
候
、

左
衛
門
尉
頼
秀
殿
御
子
秀
末
（
ひ
で
す
え
）
殿
御
郡
中
の
金
銀
馬
荷
（
う
ま
に
）
に
作
り

母
君
同
道
に
て
近
衛
殿
の
祖
父
殿
に
謁
（
え
つ
し
）
黄
金
を
若
干
、
禁
裏
へ
被
献
候
、

依
之
正
和
（
し
ょ
う
わ
）
年
中
津
軽
全
郡
三
十
六
人
の
旗
頭
安
堵
の
勅
命
を
蒙
り
候
而
、

従
三
位
左
衛
門
督
（
じ
ゅ
さ
ん
み
・
さ
え
も
ん
の
か
み
）
に
被
任
候
由　

或
ハ
四
位
共
有
之

由
、
又
鎌
倉
九
代
将
軍
の
執
権
北
条
高
時
の
頃
安
東
五
郎
三
郎
（
あ
ん
ど
う
・
ご
ろ
さ
ぶ

ろ
う
）
等
の
争
乱
を
鎮
め
、
羽
州
を
も
御
領
地
と
申
し
候
、

註
＊
大
原
真
守
の
太
刀
―
平
安
時
代
中
期
の
伯
耆
国
の
刀
工　

＊
網
代
の
輿
―
網
代

輿
、竹
や
檜
の
網
代
を
屋
根
や
両
脇
に
張
り
、黒
塗
り
の
押
し
縁
を
付
け
た
輿
、

皇
族
な
ど
が
用
い
た　

＊
屋
形
―
貴
人
の
館
の
こ
と

　

＊
禁
裏
―
宮
中　

＊
正
和
年
中
―
１
３
１
２
～
１
７
年　

＊
執
権
北
条
高
時
―
貞

時
の
子
、
元
弘
（
げ
ん
こ
う
）
の
乱
で
新
田
義
貞
（
に
っ
た
・
よ
し
さ
だ
）
に
攻
め

ら
れ
自
刃
、
１
３
０
３
～
３
３
年　

＊
安
東
五
郎
三
郎
（
あ
ん
ど
う
・
ご
ろ
さ
ぶ

ろ
う
）
―
福
島
城
を
拠
点
と
し
、
元
応
（
げ
ん
お
う
）
年
間
（
１
３
１
９
～
２
１
）
の

津
軽
の
大
乱
の
当
事
者

其
後
、
後
醍
醐
天
皇
の
御
宇
（
ぎ
ょ
う
）
官
軍
に
属
し
奉
候
、
安
倍
野
（
あ
べ
の
）
に
於

て
討
死
候
由
、秀
末
殿
御
子
三
人
候
、御
嫡
左
衛
門
佐
秀
光（
さ
え
も
ん
の
す
け
・
ひ
で
み
つ
）

殿
大
光
寺
（
だ
い
こ
う
じ
）
に
居
候
、御
二
男
芝
山
玄
蕃
祐
高
（
し
ば
や
ま
げ
ん
ば
・
す
け
た
か
）

弘
安
年
中
よ
り
中
別
所
（
な
か
べ
っ
し
ょ
）
ニ
居
申
候
、
初
藤
次
（
と
う
じ
）
其
子
玄
蕃
祐

十
一

十
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三

元
（
す
け
も
と
）
ハ
小
藤
太
（
こ
と
う
た
）
と
申
候
新
庄
吉
次
（
し
ん
じ
ょ
う
・
よ
し
つ
ぐ
）
其

二
男
継
候
、と
申
候
御
二
男
西
畠
式
部
秀
助
（
に
し
は
た
・
し
き
ぶ
・
ひ
で
す
け
）
初
藤
三
（
と

う
ぞ
う
）
其
子
治
部
助
信
（
じ
ろ
う
・
す
け
の
ぶ
）
早
世
跡
断
申
候
、
と
申
時
よ
り
宮
館
（
み

や
だ
て
）
ニ
居
候
、
右
芝
山
西
畠
を
津
軽
の
両
管
領
（
り
ょ
う
か
ん
り
ょ
う
）
と
申
候
て
、

頼
母
敷
（
た
の
も
し
き
）
家
柄
の
由
承
候
、

秀
元
殿
御
事
佐
馬
頭
（
さ
ま
の
か
み
）
又
ハ
左
衛
門
佐
殿
共
申
候
、御
子
秀
信
（
ひ
で
の
ぶ
）

殿
左
衛
門
太
夫
（
さ
え
も
ん
の
だ
い
ぶ
）
殿
と
申
候
て
威
勢
奥
羽
に
輝
候
、
羽
州
秋
田
を

も
大
半
併
候
由　

此
頃
（
こ
の
こ
ろ
）
羽
州
秋
田
家
幷
南
部
と
屢
（
し
ば
し
ば
）
御
合
戦
有

之　

御
家
遂
ニ
衰
弱
ニ
及
候
、
然
に
南
部
よ
り
後
見
金
沢
右
京
亮
（
か
な
ざ
わ
・
う
き
ょ

う
の
す
け
）
と
申
て
、当
家
を
見
継
候
、威
信
（
た
け
の
ぶ
）
殿
御
子
元
信
（
も
と
の
ぶ
）
殿
、

御
子
光
信
（
み
つ
の
ぶ
）
殿
、
金
澤
右
京
家
信
（
う
き
ょ
う
・
い
え
の
ぶ
）
左
右
京
之
子
の

娘
娶
ら
れ
候
而
金
沢
の
名
蹟
（
み
ょ
う
ぜ
き
）
ニ
相
成
、
南
部
二
三
男
ニ
被
準
候
、

註
＊
安
倍
野
―
現
大
阪
市
阿
倍
野
区　

＊
左
衛
門
佐
―
左
衛
門
府
の
次
官

　

＊
大
光
寺
―
大
光
寺
城
、
青
森
県
平
川
市
大
光
寺　

　

＊
芝
山
玄
蕃
祐
高
―
承
平
年
間
（
９
３
１
～
９
３
８
）
前
後
頃
の
武
士　

　

＊
弘
安
年
中
―
１
２
７
８
～
８
８
年　

＊
中
別
所
―
弘
前
市
中
別
所　

　

＊
西
畠
式
部
秀
助
―
承
平
年
間
前
後
の
武
士　

＊
宮
館
―
宮
館
城
、
弘
前
市
宮
館

　

＊
佐
馬
頭
―
佐
馬
寮
の
長
官　

＊
左
衛
門
太
夫
―
左
衛
門
府
の
長
官　

　

＊
金
澤
右
京
亮
―
南
部
守
行
（
な
ん
ぶ
・
も
り
ゆ
き
）
の
三
男
、
下
久
慈
城
主　

　

＊
名
蹟
（
跡
）
―
名
字
の
跡
目

称
号
家
紋
を
用
得
申
候
、
津
軽
古
代
の
紋
形
（
も
ん
が
た
）
ハ
卍
字
（
ま
ん
じ
じ
）
幕
紋
ハ

錫
杖
（
し
ゃ
く
じ
ょ
う
）
に
て
候
、
世
人
（
せ
じ
ん
）
の
申
候
通
田
村
丸
軍
陣
に
用
得
候
吉

例
に
よ
り
左
衛
門
入
道
殿
、
当
郡
入
部
以
後
被
用
候
由
承
知
い
た
し
候
、
光
信
（
み
つ

の
ぶ
）
殿
に
ハ
御
領
知
詰
り
津
軽
と
不
被
名
乗
故
歟
大
浦
（
お
お
う
ら
）
と
名
乗
候
、
光

信
殿
南
部
と
縁
類
に
成
候
ニ
付
、
津
軽
大
浦
へ
入
部
候
而
、
種
里
（
た
ね
さ
と
）
に
被
居

候
、
初
元
信
（
も
と
の
ぶ
）
殿
御
父
子
南
部
の
為
人
質
に
被
参
候
由
、
元
信
殿
に
ハ
南
部

下
久
慈
（
し
も
く
じ
）
と
申
処
ニ
而
被
果
候
、
光
信
殿
初
而
津
軽
へ
被
帰
華
和
（
は
な
わ
）

一
郡
領
知
候
故
恨
深
き
旨
承
候
、
即
信
濃
守
（
し
な
の
の
か
み
）
殿
と
申
候
而
鎌
足
三
十

代
の
後
胤
ニ
候
、
為
信
（
た
め
の
ぶ
）
様
ニ
ハ
高
祖
父
ニ
当
り
申
候
、
以
上
、

○
○
月　

日

津
軽
御
家
老
中

尚
々
申
遣
候
、雷
火（
ら
い
か
）之
後
旧
記（
き
ゅ
う
き
）無
之
候
由
尤
ニ
候
、拙
僧
迚（
と
て
）

も
逐
一
は
承
知
無
之
候
、
高
屋
豊
前
（
た
か
や
ぶ
ぜ
ん
）
旧
家
之
処
と
書
立
之
一
件
何
共

分
明
（
ぶ
ん
め
い
）
無
之
由
是
又
尤
ニ
候
、
南
部
二
、
三
男
に
而
無
之
歟
と
之
儀
少
々
心

得
違
居
候
、
南
部
二
、
三
男
と
申
事
ハ
大
浦
古
信
州
長
勝
寺
殿
（
お
お
う
ら
・
こ
し
ん
し
ゅ

う
・
ち
ょ
う
し
ょ
う
じ
ど
の
）
御
代
四
十
年
計
（
ば
か
り
）
前
金
沢
父
子
後
見
に
て
長
勝
寺

殿
に
ハ
右
御
名
蹟
に
御
立
抔（
な
ど
）の
間
違
た
る
へ
く
候
、兼
々
筆
記
之
内
へ
入
置
候
、

古
代
系
譜
出
家
ニ
候
へ
共
、
壱
枚
所
持
之
間
、
懸
御
目
候
、
御
序
（
お
つ
い
で
に
）
太
守

様
ニ
も
宜
御
頼
申
候
、
已
上
、

　
　

月　
　

日　
　

」

註
＊
紋
形
（
―
紋
の
か
た　

＊
世
人
―
世
間
の
人
　々

　

＊
大
浦
氏
―
津
軽
氏
は
南
部
の
一
族
大
浦
光
信
を
祖
と
す
る
津
軽
大
浦
家
と
し
て

始
ま
っ
た

　

＊
種
里
―
二
室
が
あ
る
郡
鰺
ヶ
沢
町
種
里
に
あ
っ
た
城　

　

＊
高
祖
父
―
祖
父
母
の
祖
父　

＊
雷
火
―
落
雷
の
た
め
に
起
っ
た
火
事　

　

＊
旧
記
―
古
い
記
録　

＊
分
明
―
章
か
な
こ
と　

　

＊
大
浦
古
信
州
長
勝
寺
殿
、
津
軽
家
第
三
代
京
兆
亮
樣
、
戒
名
は
長
勝　

　

＊
御
序
―
お
つ
い
で
に

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
『
可
記
記
』
は
義
経
生
存
説
の
第
二
段
階
と
も
い
う
べ
き

十
二
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「
義
経
大
陸
渡
海
説
」
の
嚆
矢
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

可
足
が
如
何
な
る
根
拠
で
義
経
の
金
国
渡
り
を
紹
介
し
た
か
は
未
詳
で
あ
る
。
津
軽

藩
の
歴
史
に
重
み
を
加
え
る
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
か
。

△
「
参
考
」
新
井
白
石
の
『
蝦
夷
志
（
え
ぞ
し
）』
に
見
え
る
韃
靼
渡
海
説

　

享
保
五
年
（
１
７
２
０
）、
白
石
が
松
前
藩
の
情
報
や
内
外
の
諸
書
を
参
考
に
し
て
作

成
し
た
体
系
的
な
蝦
夷
地
誌
（
原
漢
文
）。
現
在
の
北
海
道
、樺
太
、千
島
の
山
川
・
風
俗
・

産
物
が
記
さ
れ
、
巻
末
に
は
彩
色
ア
イ
ヌ
風
俗
画
１
０
余
枚
が
付
さ
れ
る
（
以
下
は
『
蝦

夷
・
千
島
古
文
書
集
成
』
教
育
出
版
セ
ン
タ
―
刊
よ
り
）。

「（
上
略
）
俗
尤
も
神
を
敬
う
も
而
、
祠
壇
を
設
け
ず
、
其
の
飲
食
に
祭
る
所
の
者
は
源

廷
尉
義
經（
み
な
も
と
の
て
い
い
・
よ
し
つ
ね
）也
。
東
部
に
廷
尉
居
止（
き
ょ
し
）の
墟（
あ
と
）

有
り
。
土
人
最
も
勇
を
好
み
、
夷
中
皆
之
を
畏
る　

夷
賊
は
凡
そ
飲
食
に
は
乃
ち
之
を

祝
い
て
「
オ
キ
ク
ル
ミ
」
と
曰
う
。
之
を
問
え
ば
則
ち
判
官
な
り
と
曰
う
。
判
官
は
葢

し
、
其
の
所
謂
「
オ
キ
ク
ル
ミ
」
か
、
夷
中
廷
尉
と
称
す
る
所
の
言
也
。
廷
尉
居
止
の

地
名
を
「
ハ
イ
」
と
曰
い
、
夷
中
称
す
る
所
の
「
ハ
イ
ク
ル
」
は
、
即
ち
其
の
地
方
の

人
也
。
西
部
の
地
名
に
も
亦
弁
慶
碕
（
べ
ん
け
い
さ
き
）
な
る
者
有
り
。

或
は
伝
う
、
廷
尉
此
よ
り
去
っ
て
北
海
を
踰
（
こ
）
え
た
り
と
云
う
。
寛
永
の
間
、
越

前
国
新
保
（
し
ん
ぽ
）
の
人
漂
い
て
韃
靼
の
地
に
至
る
。
是
歳
癸
未
（
み
ず
の
と
・
み
）、

清
主
乃
ち
其
の
人
を
率
い
て
燕
京
（
え
ん
け
い
）
入
り
、
居
る
こ
と
歳
餘
（
さ
い
よ
）、
勅

し
て
朝
鮮
を
し
て
送
致
し
て
還
ら
し
む
。
其
の
人
曰
く
、
奴
児
于
部
（
ぬ
る
か
ん
ぶ
）
の

門
戸
の
神
は
、
此
れ
間
々
廷
尉
の
像
を
畫
き
し
者
に
似
た
り
と
。
亦
以
て
異
聞
と
為
す

可
し
。（
下
略
）」

註
＊
廷
尉
―
検
非
違
使
佐
（
け
び
い
し
の
す
け
）・
検
非
違
使
尉
（
け
び
い
し
の
じ
ょ
う
）

の
唐
名　

＊
新
保
―
現
福
井
県
丹
生
郡
越
前
町
新
保　

　

＊
寛
永
癸
未
歳
―
寛
永
廿
年
（
１
６
４
３
）　

＊
燕
京
―
中
国
、
遼
・
金
代
の
北
京

の
呼
称　

　

＊
奴
児
于
部
―
黒
竜
江
（
ア
ム
ー
ル
川
）
下
流
の
地
方　

五
　『
津
軽
一
統
志
（
つ
が
る
・
い
っ
と
う
し
）』

　
『
可
足
記
』
の
説
は
享
保
十
六
年
（
１
７
３
１
）
に
成
立
し
た
『
津
軽
一
統
志
』
に
受

け
継
が
れ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
『
津
軽
一
統
志
』
は
弘
前
藩
の
官
撰
史
書
で
あ
り
、

家
老
の
喜
多
村
校
尉
（
き
た
む
ら
・
こ
う
い
）（
政
方
、ま
さ
か
た
）
が
編
纂
事
業
を
立
ち
上
げ
、

桜
庭
正
盈
（
さ
く
ら
ば
・
ま
さ
み
つ
）・
相
坂
則
武
（
あ
い
さ
か
・
の
り
た
け
）・
伊
東
祐
則
（
い

と
う
・
す
け
の
り
）
が
引
き
継
い
だ
。
編
纂
事
業
は
享
保
十
六
年
に
終
了
し
、
弘
前
藩
五

代
藩
主
津
軽
信
寿
（
の
ぶ
ひ
さ
）
へ
献
上
さ
れ
た
。
こ
の
書
に
は
、
津
軽
家
、
弘
前
藩
の

存
在
意
義
を
高
ら
か
に
表
現
し
よ
う
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　

義
経
に
つ
い
て
は
、『
可
足
記
』
の
記
し
た
粗
筋
に
加
え
、
三
厩
（
み
ん
ま
や
）
の
地

名
譚
も
併
せ
記
し
て
い
る
。
こ
の
義
経
の
三
厩
渡
海
伝
説
は
義
経
入
夷
伝
説
と
結
び
付

け
ら
れ
、
弘
前
藩
の
保
証
の
も
と
に
広
ま
っ
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。
以
下
、
具
体
的
に

紹
介
す
る
（
以
下
は
「
津
軽
一
統
志
」『
新
編
青
森
県
叢
書
１
』
所
収
よ
り
）。

「（
津
軽
一
統
志
）　
　
古
　
　
跡

一
、
三
馬
屋　

外
ノ
浜
辺
在
所
ニ
シ
テ
而
夷
（
エ
ゾ
）
松
前
渡
海
要
津
也
。

　

按
文
治
年
中
伊
豫
守
源
ノ
義
経
改
義
行
・
義
顯　

蒙
勅
勘
使
ト
其
追
討
使　

頼
朝
下
向

奥
州　

不
日
責
メ
抜
シ
衣
川
高
舘　

剋
遁
レ
其
危
難
而
津
軽
之
越
立
野
此
所
于
考
不
得

其
所
夷
嶋
可
シ
遁
去
ル
秀
衡
カ
言
ニ
任
ス　

大
門
坊
ト
云
者
ノ
因
勧
メ
ニ
而
零
落
義
経
于

斯
地
ニ　

至
彼
島
時　

此
所
ニ
繋
ヨ
リ
馬
ヲ
馬
三
匹
以
来
名
之　

其
廏
跡
殘
岩
窟
（
ク

ツ
）
存
于
今
馬
三
匹
ヲ
可
立　

又
義
経
平
定
夷
嶋
ヲ
而
其
后
入
リ
テ
金
国　

謂
全
其
終　

因
之
夷
嶋
ニ
有
千
島
合
テ

七
百
余
里
義
経
ノ
従
臣
辨
慶
龜
井
等
カ
所
住
嶋　

以
テ
其
姓
名
ヲ
呼
島
ノ
名
事
ハ
者

見
鎌
倉
実
記
義
経
勳
功
記
等
ノ
書
録　

于
考
未
詳
其
是
非　

又
立
野
ト
云
事
東
鑑
等

十
三

十
二
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五

ノ
見
ユ
古
録
ニ
而
不
詳
ニ
其
所
ヲ　

疑
者
外
ノ
浜
之
内
ニ
有
龍
口
（
タ
ツ
ノ
ク
チ
）
又
外

ノ
浜
ノ
惣
稱
ヲ
曰
龍
浜
ト　

此
等
ノ
謂
乎
カ　

又
此
ノ
地
未
号
セ
三
馬
屋
已
然
名
之
歟

于
考
未
詳

註
＊
三
馬
屋
―
青
森
県
東
津
軽
郡
外
ヶ
浜
町　

＊
外
ノ
浜
―
津
軽
半
島
の
陸
奥
湾
沿

岸
の
古
称　

＊
松
前
―
北
海
道
渡
島
半
島
の
南
西
部　

＊
要
津
（
よ
う
し
ん
）
―

重
要
な
湊　

＊
伊
豫
守
源
義
経
、
改
名
さ
せ
ら
れ
て
義
行
・
義
顯

　

＊
勅
勘
―
天
子
の
咎
め　

＊
不
日
（
ふ
じ
つ
）
―
日
な
ら
ず　

＊
剋
―
よ
く

　

＊
津
軽
之
立
野
―
青
森
県
五
所
川
原
市
金
木
町
に
立
野
神
社
が
あ
る　

　

＊
大
門
坊　

＊
零
落
―
落
ち
ぶ
れ
る　

＊
疑
者
（
う
た
が
う
ら
く
は
）

　

＊
龍
口
―
中
津
軽
郡
岩
木
町
に
龍
口
が
あ
る　

＊
龍
浜
（
た
つ
は
ま
）
―
東
津
軽
郡

外
ヶ
浜
町
三
厩
に
龍
浜
が
あ
る　

＊
謂
（
い
い
）
―
意
味
、
い
わ
れ
、
理
由

一
、
達
比
崎　

双
レ
上
所
之
海
浜
也

按
従
此
崎
所
発
於
外
面
之
潮
流
甚
速
ニ
シ
テ
而
如
発
弩　

有
三
ノ
潮
路
名
上
中
下
之

潮
（
シ
ホ
）　

共
ニ
希
代
之
難
渡
也
。
所
謂
自
三
馬
屋
至
テ
于
狄
島
、
自
他
ノ
船
渡
此

灘
（
ナ
ダ
ヲ
）
勞
許
多
也
。
殊
サ
ラ
數
度
之
巡
検
使
モ
上
使
又
逢
イ
テ
是
而
世
已
ニ
所

知
也
。
故
擧
而
記
于
茲
ニ　

又
往
日
以
龍
浜
（
タ
ツ
セ
、
タ
ツ
ハ
マ
ト
モ
）
呼
フ
于
此
崎

　

曰
ク
外
浜
之
為
（
タ
リ
ト
）
通
稱

註
＊
達
比
崎
―
現
青
森
県
東
津
軽
郡
外
ヶ
浜
町
三
厩
龍
浜
、
津
軽
半
島
の
最
北
端

　

＊
双　

＊
弩
（
ど
）
―
一
種
の
大
弓
、
石
弓
＊
潮
路
（
し
お
じ
）
―
潮
道
、
海
流
の

流
れ
る
み
ち
す
じ　

＊
狄
島
（
え
ぞ
が
し
ま
）
―
狄
は
北
方
の
蛮
人

　

＊
自
他
（
じ
た
）
―
あ
れ
こ
れ　

＊
許
多
（
き
ょ
た
）
―
あ
ま
た
、
多
い

　

＊
巡
検
（
見
）
使
―
江
戸
幕
府
が
諸
国
に
派
遣
し
、
地
方
政
治
を
監
察
さ
せ
た
臨

時
の
役
人　

＊
往
日
（
お
う
じ
つ
）
―
む
か
し

一
、
十
三
湊
　
当
城
北
小
泊
崎
並
其
中
間
者
山
也
。

要
ス
ル
ニ
其
地
ヲ
有
湖
水
謂
十
三
潟
（
カ
タ
ト
）　

当
郡
大
小
十
三
之
河
水
于
此
所
落
テ

而
入
於
海　

其
河
水
順
テ
固
有
ニ
而
水
色
各
分
ル
矣　

是
ノ
境
之
佳
景
三
王
坊
ト
云

　

人
所
著
之
十
三
往
来
ニ
詳
ニ
見
ヘ
タ
リ　

是
出
于
附
巻　

故
於
是
略
之
ヲ
（
下
略
）」

註
＊
十
三
湊
（
と
さ
み
な
と
）・
十
三
潟
（
じ
ゅ
う
さ
ん
が
た
）
―
旧
青
森
県
北
津
軽
郡
市

浦
村
、
現
五
所
川
原
市　

＊
三
王
坊
（
さ
ん
の
う
ぼ
う
）
―
十
三
湊
北
岸
に
あ
っ

た
と
い
う
寺
院
、
山
王
坊　

＊
十
三
往
来
―
山
王
坊
の
僧
の
弘
智
（
１
３
６
３
年

歿
）
が
書
い
た
と
さ
れ
る

　

以
上
、『
可
足
記
』
に
お
い
て
、
津
軽
家
が
義
経
の
保
護
者
で
あ
っ
た
藤
原
秀
衡
と

血
縁
関
係
に
あ
り
、
三
厩
が
義
経
の
蝦
夷
地
征
伐
の
出
発
点
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し

て
い
る
。

　

続
く
『
津
軽
一
統
志
』
に
お
い
て
は
、
弘
前
藩
が
自
ら
を
「
夷
渡
海
の
要
津
、
狄
へ

の
押
さ
え
」
と
位
置
づ
け
、
三
厩
が
義
経
の
蝦
夷
征
伐
の
出
発
点
で
あ
る
と
し
た
こ
と

は
、
義
経
入
夷
伝
説
は
、
弘
前
藩
に
と
っ
て
、
夷
島
・
ア
イ
ヌ
族
に
対
す
る
自
藩
の
歴

史
的
位
置
づ
け
を
主
張
す
る
上
で
の
重
要
な
拠
り
所
と
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ

れ
る
。

六
　『
福
山
旧
記
（
ふ
く
や
ま
・
き
ゅ
う
き
）』

　

参
考
ま
で
に
、
蝦
夷
地
唯
一
の
藩
で
あ
る
松
前
藩
家
中
の
義
経
生
存
説
を
見
て
お

く
。
こ
の
『
福
山
旧
記
』
は
天
保
五
年
（
１
８
３
５
）
淡
斎
如
水
（
た
ん
さ
い
・
に
ょ
す
い
）

編
で
あ
る
（
新
北
海
道
史　

史
料
編
）
よ
り
）。

　

淡
斎
如
水
は
蛭
子
吉
蔵
（
え
び
す
・
き
ち
ぞ
う
）。
箱
館
の
旧
家
の
一
族
で
、
亀
屋
七
郎

右
衛
門
（
か
め
や
・
し
ち
ろ
う
・
う
え
も
ん
）
と
も
称
し
た
。
博
学
多
識
な
人
物
で
『
松
前

方
言
考
（
ま
つ
ま
え
・
ほ
う
げ
ん
こ
う
）』『
箱
館
夜
話
草
（
は
こ
だ
て
・
や
わ
そ
う
）』
他
の
著

作
が
あ
る
。
嘉
永
の
頃
（
１
８
４
８
～
５
５
）
京
都
に
上
り
、そ
の
旅
装
が
軽
快
で
蝸
牛
（
か

た
つ
む
り
）
の
殻
を
背
負
っ
た
よ
う
だ
と
し
て
、
公
家
衆
か
ら
蝸
牛
舎
（
か
ぎ
ゅ
う
し
ゃ
）

十
四
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の
俳
号
を
賜
っ
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
。慶
應
頃（
１
８
６
５
～
６
８
）に
歿
し
た
と
い
う
。

　

な
お
、福
山
は
、松
前
郡
松
前
町
に
所
在
し
た
松
前
藩
の
居
城
福
山
城
（
ふ
く
や
ま
じ
ょ

う
）、
福
山
館
（
ふ
く
や
ま
だ
て
）・
松
前
城
と
も
）
に
ち
な
む
地
名
で
あ
る
。

「
文
治
五
己
酉
（
つ
ち
の
と
・
と
り
）
年
五
月
十
二
日
奥
州
落　

同
日
蝦
夷
地
両
山
関
（
り
ょ

う
さ
ん
か
ん
）江
渡
海
ス
、松
前
庄
司
義
行（
ま
つ
ま
え
・
し
ょ
う
じ
・
よ
し
ゆ
き
）道
案
内
致
す
、

大
将
源
九
郎
判
官
義
経
公
始
と
し
て
、
泉
三
郎
忠
衡
、
武
蔵
坊
弁
慶
、
常
陸
坊
海
尊
、

信
夫
太
郎
元
久
（
し
の
ぶ
・
た
ろ
う
・
も
と
ひ
さ
）、同
姓
小
二
郎
信
近
（
こ
じ
ろ
う
・
の
ぶ
ち
か
）、

亀
井
六
郎
重
清
、鷲
尾
三
郎
経
春
（
わ
し
お
・
さ
ぶ
ろ
う
・
つ
ね
は
る
）、備
前
平
四
郎
行
貞
（
び

ぜ
ん
・
へ
い
し
ろ
う
・
ゆ
き
さ
だ
）、
増
尾
十
郎
権
頭
兼
房
（
ま
す
お
・
じ
ゅ
う
ろ
う
・
ご
ん
の
か
み
・

か
ね
ふ
さ
）、
熊
井
太
郎
忠
光
（
く
ま
い
・
た
ろ
う
・
た
だ
み
つ
）、
蒲
原
太
郎
広
之
（
か
ん
ば
ら
・

た
ろ
う
・
ひ
ろ
ゆ
き
）、
封
戸
治
郎
春
経
（
ふ
こ
の
じ
ろ
う
・
は
る
つ
ね
）、
赤
井
治
郎
景
次
（
あ

か
い
・
じ
ろ
う
・
か
げ
つ
ぐ
）、
黒
井
三
郎
定
綱
（
く
ろ
い
・
さ
ぶ
ろ
う
・
さ
だ
つ
な
）、
日
角
小

三
郎
義
衡
（
ひ
か
ど
・
こ
さ
ぶ
ろ
う
・
よ
し
ひ
ら
）、
法
印
浄
玄
（
ほ
う
い
ん
・
じ
ょ
う
げ
ん
）、

御
廏
喜
三
太
（
み
ん
ま
や
・
き
さ
ん
た
）、
頼
念
坊
常
玄
（
ら
い
ね
ん
ぼ
う
・
じ
ょ
う
げ
ん
）
等

始
と
し
て
宗
従
（
し
ゅ
う
じ
ゅ
う
）
之
者
共
主
従
百
人
余
、わ
つ
か
に
馬
六
匹
引
て
渡
る
、

蝦
夷
地
大
将
張
達
大
王
（
ち
ょ
う
た
つ
・
だ
い
お
う
）
討
ツ
（
マ
マ
）
韃
靼
国
に
渡
る
、云
々
」

　

お
伽
草
紙
の
『
御
曹
司
島
渡
』
か
ら
『
源
平
盛
衰
記
』『
義
経
記
』
な
ど
を
総
ま
と

め
に
し
た
か
の
如
き
内
容
で
あ
る
。
幕
末
に
お
け
る
蝦
夷
地
内
（
道
内
）
の
人
々
の
義

経
へ
の
関
心
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
内
容
は
信
用
し
が
た
い
と
言
わ
ざ
る
を

え
な
い
。

　

道
内
に
多
く
残
る
義
経
、
弁
慶
な
ど
の
伝
説
は
、
義
経
自
刃
後
に
行
わ
れ
た
頼
朝
の

奥
州
藤
原
氏
征
伐
と
、
そ
れ
に
敗
北
し
た
藤
原
氏
の
残
党
の
蝦
夷
地
逃
避
が
あ
っ
た
に

違
い
な
い
と
す
る
思
い
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

即
ち
、
文
治
五
年
七
月
、
頼
朝
は
藤
原
泰
衡
討
伐
の
為
鎌
倉
を
発
進
、
泰
衡
は
平
泉

舘
を
焼
い
て
北
方
へ
逃
れ
た
が
、
九
月
、
出
羽
大
舘
近
く
の
贄
ノ
柵
（
に
え
の
さ
く
）
に

お
い
て
郎
等
河
田
次
郎
（
か
わ
た
の
じ
ろ
う
）
の
裏
切
り
に
よ
っ
て
落
命
し
た
。
藤
原
氏

の
残
党
は
北
方
に
遁
れ
再
起
を
期
し
て
津
軽
を
経
て
蝦
夷
地
へ
渡
っ
た
、
と
い
う
筋
書

き
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
『
新
羅
之
記
録
（
し
ん
ら
の
き
ろ
く
）』
上
巻
に
見
ら
れ
る
。

七
　『
新
羅
之
記
録
（
し
ん
ら
の
き
ろ
く
）』

　

寛
永
二
十
年
（
１
６
４
３
）
幕
命
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
松
前
家
系
図
に
補
筆
し
て
、

正
保
三
年（
１
６
４
６
）に
作
成
さ
れ
た
記
録
、上
下
２
巻
。『
松
前
国
記
録（
ま
つ
ま
え
こ
く
・

き
ろ
く
）』『
新
羅
記
（
し
ん
ら
き
）』
な
ど
の
別
称
が
あ
る
。
内
容
に
他
書
と
異
な
る
点
が

多
く
、
信
憑
性
に
疑
問
が
持
た
れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
部
分
を
示
す
（『
新
北
海
道
史
・

史
料
編
』
よ
り
、
原
漢
文
）。

「
抑
（
そ
も
そ
）
も
往
古
は
、此
国
、上
二
十
日
程
、下
二
十
日
程
、松
前
以
東
は
陬
（
む
）

川
、
西
は
與
市
地
（
よ
い
ち
）
迄
人
間
住
す
る
事
、
右
大
将
頼
朝
卿
進
発
し
て
奥
州
の

泰
衡
を
追
討
し
御
（
た
ま
）
ひ
し
節
、
糠
部
（
ぬ
か
の
ぶ
）、
津
軽
よ
り
人
多
く
此
国
に
逃

げ
渡
っ
て
居
住
す
。
彼
等
は
薙
刀
（
な
ぎ
な
た
）
を
舟
舫
（
ふ
な
べ
り
）
に
結
び
付
け
、
櫓

櫂
（
ろ
か
い
）
と
僞
し
て
漕
ぎ
渡
る
。
故
に
其
因
縁
（
い
ん
ね
ん
）
に
よ
っ
て
此
国
こ
ぶ

ね
（
小
舟
）
の
車
櫂
（
か
い
）
は
薙
刀
を
象
（
か
た
ど
）
る
と
云
ふ
。
奥
狄
（
お
く
て
き
）
の

船
近
世
迄
櫂
を
薙
刀
の
象
に
造
る
也
。
今
奥
狄
の
地
に
彼
の
末
孫
（
ま
っ
そ
ん
）
狄
と
僞

り
て
之
に
在
り
と
、
云
々
」　　

註
＊
陬
川
―
鵡
川
（
む
か
わ
）、
北
海
道
南
部
の
胆
振
支
庁
勇
払
郡　

＊
與
市
地
―
余

市
（
よ
い
ち
）、
小
樽
西
方
の
余
市
郡
の
町　

＊
糠
部
―
青
森
県
東
半
と
岩
手
県

北
部
、
駿
馬
の
産
地　

＊
津
軽
―
青
森
県
西
半

十
五

十
四



171

　

＊
奥
狄
―
日
本
で
は
出
羽
地
方
の
蝦
夷
を
狄
と
い
う
、
こ
こ
で
は
奥
地
の
蝦
夷
の

意
味

▲
参
考
　
蝦
夷
地
に
お
け
る
「
義
経
神
社
」
の
起
原

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
公
的
存
在
が
関
与
し
て
い
た
事
実
が
あ
る
。
義
経
神
社
を

創
建
し
た
近
藤
重
蔵
（
こ
ん
ど
う
・
じ
ゅ
う
ぞ
う
）
で
あ
る
（
こ
の
項
は
森
村
宗
冬
『
義
経
伝
説

と
日
本
人
』
平
凡
社
刊
に
よ
っ
た
）。

　

近
藤
重
蔵
（
１
７
７
１
～
１
８
２
９
）
は
寛
政
十
年
（
１
７
９
８
）
に
最
上
徳
内
（
も
が
み
・

と
く
な
い
）と
と
も
に
蝦
夷
地
の
択
捉
島（
え
と
ろ
ふ
と
う
）に
渡
り
、「
大
日
本
惠
土
呂
府
」

の
国
標
を
建
て
た
。
そ
の
後
、５
回
に
わ
た
っ
て
蝦
夷
地
を
訪
れ
、利
尻
島
を
探
訪
し
、

ま
た
、
現
在
の
札
幌
に
蝦
夷
地
の
中
心
を
置
く
こ
と
を
献
策
し
た
人
物
で
あ
る
。

　

寛
政
十
年
（
１
７
９
８
）、
蝦
夷
地
を
訪
れ
た
近
藤
は
、
ハ
ヨ
ピ
ラ
（
現
日
高
支
庁
沙
流

郡
平
取
町
）
の
ア
イ
ヌ
族
の
間
に
義
経
一
行
の
来
訪
に
関
す
る
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
る

の
を
知
る
。
即
ち
、
義
経
主
従
は
白
神
（
し
ら
か
み
、
現
福
島
町
）
に
着
く
と
そ
の
西
海

岸
を
北
上
し
、
羊
蹄
山
（
よ
う
て
い
ざ
ん
）
を
越
え
て
平
取
（
ぴ
ら
と
り
）
の
地
に
辿
り
着

い
た
。
そ
こ
で
義
経
は
現
地
の
ア
イ
ヌ
族
に
対
し
て
機
織
り
・
造
船
・
農
耕
な
ど
の
技

術
を
伝
え
、「
ハ
ン
ガ
ン
カ
ム
イ
」
と
の
名
で
呼
ば
れ
た
。
ア
イ
ヌ
伝
承
の
神
で
あ
る

オ
キ
ク
ル
ミ
の
再
来
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
聞
い
た
近
藤
は
、
江
戸
に
帰
っ
て
、
神
田
の
仏
師
に
義
経
像
を
彫
ら
せ
、
翌

寛
政
十
一
年
（
１
７
９
９
）、
再
度
蝦
夷
地
を
訪
れ
た
近
藤
は
、
ハ
ヨ
ピ
ラ
に
祠
を
建
て

て
像
を
安
置
し
た
。
こ
れ
が
義
経
神
社
の
起
原
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
は
ア
イ
ヌ
族
に
対
す
る
幕
府
の
政
治
的
思
惑
が
存
在
し
た
と
さ
れ
る
。
即

ち
、
徳
川
氏
は
源
氏
を
祖
と
し
て
お
り
、
そ
の
祖
先
に
近
い
義
経
を
祀
る
こ
と
の
よ
っ

て
懐
柔
を
試
み
た
の
で
は
な
い
か
、
と
。

　

◆
お
わ
り
に

　

そ
の
目
的
・
意
図
に
は
様
々
な
違
い
が
あ
る
に
し
て
も
、
幕
府
や
藩
な
ど
の
公
的
組

織
が
発
行
し
た
図
書
類
、
公
的
存
在
の
学
者
や
政
治
家
の
発
言
な
ど
が
、
江
戸
時
代
中

期
以
降
の
義
経
生
存
伝
説
、
蝦
夷
地
渡
海
・
大
陸
渡
海
伝
説
の
拡
大
流
布
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
ら
は
、
江
戸
時
代
初
期
ま
で
の
単
純
素
朴
な
民
衆
の
思
い
・
願
い
と
し
て
の
義

経
伝
説
と
は
、
大
き
く
趣
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
全
く
異
質
の
も
の
に
変
化
し
た

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

※　

え
さ
し
郷
土
文
化
館
・
岩
手
大
学
平
泉
文
化
研
究
セ
ン
タ
―

十
六


